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M e s s a g e

　「歴史総合」は、近代・現代を中心に、世界と日本の歴史両
方を関連づけて学ぶ新しい科目です。
　日本に住む若者として日本の最近の歩みを正確に知っておく
ことの重要性は、改めて指摘するまでもありません。なぜ明治
維新や真珠湾攻撃は起きたのか。どのようにして民主主義が定
着し、また繁栄を得たのかなど、知っておくべきことは数多く
存在します。
　同時に日本の歩みは世界の動きと深く結びついています。ペ
リー来航、日清戦争・日露戦争・第一次世界大戦・第二次世界
大戦、昭和（世界大）恐慌など、例を挙げればきりがありません。
第二次世界大戦終戦後も、占領、冷戦とその終結、2008年の金
融危機、最近の新型肺炎問題など、海外とのつながりをもった
事例はほとんど無数に存在します。日本が影響を受けた場合も
あれば、日本が影響を与えた場合もあります。
　日本人が感じている以上に、日本が海外に様々な形で影響を
及ぼしていることがあります。第二次世界大戦終戦前までは軍
事的な影響力もありましたが、その後は経済、文化、政治など
様々な側面で、海外に影響を及ぼしてきました。
　現代史は、現段階での人間の歴史の到達点です。同時に、歴
史は今この瞬間にも作られています。人間は、そして日本は、
これまでに何を達成したのか、これからさらに何を実現すべき
なのか、そしてどの方向に歩んでいくべきなのか。本教科書が、
皆さんにとって、少しでもこのようなことを考える手がかりに
なれば幸いです。

　『現代の歴史総合』は、高校生の皆さんに、歴史的思考を身
につけていただくための教科書です。
　歴史的思考とは、歴史的な事象を総合的・俯瞰的にとらえ、
ある時代の歴史像を構築することを目指す思考方法です。この
目的に接近するためには、一つ一つの史実の歴史的な背景や意
義を、時代の全体状況をふまえて把握することが必要となりま
す。歴史的思考は、過去だけでなく、現在の時代状況を的確に
把握するためにも有用です。それは、不確実性が増しつつある
今を生き抜くために必要なスキルと言い換えることもできます。
そして、このスキルを身につけることは、私たちが歴史を学ぶ
最大の目的でもあります。
　歴史総合では、近代・現代に焦点をあて、世界と日本の歴史
を密接に関連づけながら学んでいきます。この教科書では個々
の歴史的出来事の理解を前提として、その背景や意義を立体的
にとらえるための多くの問いをちりばめました。各単元では、
世界とその中の日本という視点で、それぞれの時代の全体像を
とらえられるようになっています。時代の流れを縦軸、同時代
的な国際関係を横軸とする主題学習によって、年表や用語の暗
記ではなく、能動的に歴史像を構築する力を身につけていただ
きたいと考えています。
　能動的な学びによって獲得した歴史的思考は、私たちに正確
な現状認識と、次の一歩を踏み出す勇気をもたらすに違いあり
ません。
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社会の特質や構造を捉える
44のテーマ学習 ➡p.8-9

● 各テーマは４ページまたは６ページからなり、本文は適切な文章量で簡潔にま
とめられているため、資料の読みときに多くの授業時間を割り当てられます。

● 本文は、日本と世界が相互に関連していることを意識できるような記述を心が
けました。

● 導入からまとめまでの流れが分かりやすくレイアウトされ、スムーズに授業を
展開できます。
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深い学び、考える授業の
実現 ➡p.10-11

● 写真・絵画・ポスター・風刺画など直感的に読みとけるバリエーション豊かな
資料で授業準備を全面サポートします。

● さらに内容理解を促す資料として、文字資料・グラフ・新聞記事などを多数揃
えました。

● 充実した地図や、日本と世界を比較できる年表もテーマごとに多数掲載してい
ます。

2

グループワークに最適！　
様々な問いを設定 ➡p.8

● テーマの目標となる大きな問いから各資料に付した小さな問いまで、様々な学
習活動に沿った問いを設定しています。順番に取り組むことによって、テーマ
が深く理解できる仕組みになっています。

● 問いは、適宜選択しグループで取り組んだり、生徒同士で意見交換することを
想定しています。主体的・対話的で深い学びを実現します。

3

各章扉に設置した計16点の２次元コードは、NHK for Schoolの関連動画へとリンクします。生徒の理
解を促進し、主体的な学びを促します。

教師用指導書付属データには授業用スライドや確認テストなどのデジタルコンテンツを収録し、授業準
備をサポートいたします。 ➡p.22

さらにデジタルコンテンツをご使用される際には、9,000点以上の地歴公民コンテンツを定額制でご利用
できる「山川＆二宮ICTライブラリ」をぜひご活用ください！ ➡p.23

ICT教育を
サポート
します

久保文明
くぼふみあき
東京大学教授

中村尚史
なかむらなおふみ
東京大学教授
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グローバル化と私たち   158第Ⅲ部

地球温暖化が関係していると考えられる現象／
石炭・天然ガス・石油・ウラン産地とエネルギー供給／
世界の自然   裏見返し

現代の世界／
東アジア・東南アジア地域   表見返し

どのような影響が
あった？

前後の時代と
比較すると？

地域の違いは？

共通点や
相違点は？

どのような背景が
あった？
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188 第5章 ■ 冷戦と世界経済

 みなどのような服を着ているのだろうか。
 この人々はどのような関係だろうか。
 食事が無料とはどういうことだろうか。

ソ連の社会主義経済において、1970年代か
ら表面化する欠点とは何だろうか。

2

第三世界にとって、社会主義の魅力はどこに
あったのだろうか。

1 第

テーマへの
アプローチ

中華人民共和国の大
だい

躍
やく

進
しん

運動やプロレタリア
文化大革命の背景には、何があったのだろう
か。

3

 ソ連の科学技術
描
えが

かれている宇宙飛行士はガガーリンである。

 何年のどのようなできごとを表しているだろうか。
 それは世界にどのような影響を与えたのだろうか。

ソ連 中国

1949 中華人民共和国成立

1953 スターリン死去 1950 朝鮮戦争（～53）

1956 スターリン批判 1958～ 大躍進

1961 世界初の有人宇宙飛行

1962 キューバ危機 1960 ソ連技術者引き揚げ

中ソ対立

1964 フルシチョフ解任→ブレジネ
フ就任 1966 プロレタリア文化大革命開始

1969　中ソ国境紛争（珍宝島〈ダマンスキー島〉事件）

1972 ニクソン訪中

1978 鄧小平実権掌握、改革・開放
政策へ

1989 ゴルバチョフ訪中 1989 天安門事件

1997 香港返還

 中国の農村での朝食の様子（1958年）
女性のうしろの壁には「食事は無料だ。生産に頑

がん

張
ば

ろう」という
スローガンが書いてある。

ソ連の科学技術

中国の農村での朝食の中国の農村での朝食の様子様子（1958年）

社会主義とその計画経済が20世紀後半の世界に与えた影響は
何だろうか？

5 
計画経済とその波及

計画経済とその波及 1895

第三世界からみたアメリカとソ連
農業国であったロシアがソ連

の社会主義のもと、人工衛
えい

星
せい

ではアメリカ合衆国に先んじ、核
かく

・ミサイル兵器では互
ご

角
かく

に渡り合ってい

ることは、世界の多くの人々にとって驚きであった。資本家と労働者とい

う階級格
かく

差
さ

のない社会、勤労者みずからが支配する社会という理想も第三

世界諸国にとって魅力的にうつった。1950年代にはソ連の経済も好調であ

り、政府主導で短期間に工業化に成功したモデルとされたのである。

　一方アメリカは、自由と民主主義という価値観の魅力を説き、安全保
ほ

障
しょう

、

軍事援助、あるいは経済援助の提供を手段とした。しかし、アメリカを含

め、多くの先進資本主義国は旧
きゅう

植
しょく

民
みん

地
ち

宗
そう

主
しゅ

国
こく

でもあったため、依
い

然
ぜん

として

経済的に第三世界諸国を搾
さく

取
しゅ

ないし収
しゅう

奪
だつ

しているとして（「新植民地主義」）、

新たに独立した国々からの批
ひ

判
はん

にさらされた。

計画経済の広がり
インドは独立後、初代首相ネルーと彼が率い

た国民会議派のもとで、「社会主義型社会」

を目標に五カ年計画を推進した。経済政策の基本は、政府主導による保護

貿易主義的な重化学工業化であり、国営企業中心の工業化であった。1969

年以降には、主要銀行国有化や一般保険国有化なども実
じっ

施
し

された。

　インドは経済では社会主義的側面を有していたが、政治的には民主主義

を遵
じゅん

守
しゅ

してきた点で特異である。それに対して、北ベトナム（統一後はベ

トナム）、キューバなどが、ソ連型社会主義を踏
とう

襲
しゅう

した例である。

　なお、第二次世界大戦後から1970年代に至るまで、フランス・イギリス・

スウェーデン・イタリア・日本など、いわゆる西側の先進国においても、

（→p.181）

A

（→p.171） 在任1947～64

B

 インド経済
冷
れい

戦
せん

終結後（→p.219）のインドは、「新産業政策」の
名のもとで、公共部門の制限や国の規制緩

かん

和
わ

をは
じめとして外国資本と技術の導入など、自由化・
民営化路線を打ち出し、今

こん

日
にち

では世界有数のIT大
国に変身している（→p.208）。

5

10

15

20

 3  「トラクター運転手」（ソ連、1957年）   ネルーの 「社会主義型社会」

 3  の労働者はどのように描かれているだろう
か。年齢・体格・そして構図やポーズから、この
絵を描いた人物のねらいと価値観をあげてみよう。

 インドのネルーは社会主義を政治面と経済面のどちらで実現しようとしてい
るのだろうか。
 ネルーが のように考える背景には、19世紀以来のイギリスとインドとの関

係があると想定できる。それはどういうことだろうか。政治面と経済面の両面か
らあげてみよう。

　昨日私は君たちの前に決議案を提起する名
めい

誉
よ

をもち、君たちはそれを通し
てくれました。そのなかでわれわれは、われわれが社会主義型社会をめざし
ていることが明

めい

瞭
りょう

に理解されることを望むと述べました。
　……決議はまず何よりも生産を実質的に増大させ、生活水準を引き上げ、
10年間の期限で完全雇

こ

用
よう

を達成するためにより十分な雇用を漸
ぜん

進
しん

的
てき

につくり
だすべき時が今や到来したと述べています。……10年間で失業を終わらしめ
る時が到来しました。10年間というのは２つの五カ年計画の期間を指します。
……もしわれわれがこの決議を真に実現すれば、それはこの国で革命が、現
代におきたいかなるものより巨大な経済革命が達成されたことを意味します。
 （1955年の演説、歴史学研究会編『世界史史料11』）

  ネルー（1889~1964）
ガンディーとともにイン
ド独立運動を指導し、
1947年の独立達成後、
初代のインド首相に就任
した。ネルーにはいくつ
かの顔がある。国際社会
では非

ひ

同
どう

盟
めい

中立運動の指
導者であるが、国内経済
政策では社会主義的であり、計画経済を実施し
た。ただし、民主主義を信

しん

奉
ぽう

し、政教分離も維
い

持
じ

した。社会主義的傾向の強い経済政策は、十分な
成果を上げられなかった。

テーマ全体の問い
このテーマで考えたい
事柄が問いの形で示さ
れています。

導入図版と問い
問いをもとに読みといて
みましょう。

テーマへのアプローチ
このテーマを理解するため
のヒントになる問いです。

年表・地図
このテーマに関わるできごとや、その前後
の流れを確認するための年表や地図です。

資料と問い
本文に関連する資料で
す。問いを通して読みと
いてみましょう。

アルファベットのマーク
上段の資料に対応してい
ます。

用語解説
ポイントとなる用語の
解説です。

世界のつながり   4
２世紀の世界／８世紀の世界／13世紀の世界／
16世紀の世界／18世紀の世界

●この教科書は 「歴史の扉」 と第Ⅰ部～第Ⅲ部で構成されています。
●歴史の扉①では、身近な事柄から日本や世界の歴史にアプローチし
ていきます。歴史の扉②では、資料の取扱い方について学びます。
●各部の初めには5～ 7つの事例について、資料と問いが設けられて
います。それぞれの資料をみて、気がついたこと、もっと知りたい
と思ったこと、疑問に思ったことを書き出してみましょう。
●つぎの各章で、具体的な事柄を通じて歴史的な見方・考え方を学び
ましょう。

●各部の最後には 「現代的な諸課題」 のページが設けられています。
各章で学んだことを振り返って、様々な観点から考えてみましょう。
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本書掲載の２次元コードからインターネットを使用
した学習ができます。2次元コードの使用にあた
って使用料はかかりませんが、通信料がかかりま
す。インターネットを使用する際には、先生の許
可を得たうえで使用してください。また、使用にあ
たっては個人情報の扱いに十分注意してください。

国際秩序の変化や
大衆化と私たち   76

歴史の扉① 歴史と私たち   8

現代の私たちと旅
歴史の扉② 歴史の特質と資料   10

歴史資料とは何だろうか

第Ⅱ部近代化と私たち   12第Ⅰ部

【凡
はん
例
れい
】

2

NGOの歴史 自衛隊の国際貢献
（→p.239）

 動画にアクセスしよう！

（NHK for Schoolより）
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　計 70時間

「資料を活用する技能を習得」し、課題意識をもた
せるため「みずから問いを表現する」ページです。

各テーマは、世界と日本を関連づけて記述しています。
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歴4

巻頭付録として、「歴史総合」で扱う以前の
世界を同時代の地図で示しています。

「歴史的な見方・考え方」を
促す基本的な問いをわかりや
すく示しています。

地理総合との連携もスムーズな温暖化や天然
資源の資料を巻末付録に掲載しています。

年間指導計画例（月／時数）

4 5

目次と配当時間例
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赤＝日本と関わりの深いできごと　黒＝世界

結びつく世界と日本の開国

93

　
清
の
乾
隆
帝
に
謁
見

イ
ギ
リ
ス
使
節
が

92

ロ
シ
ア
使
節
来
航

89

フ
ラ
ン
ス
革
命
が
始
ま
る

87

寛
政
の
改
革（
〜
93
）

76

ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言

67

田
沼
時
代（
〜
86
）

60～70
年代

イ
ギ
リ
ス
、
産
業
革
命
が
始
ま
る

60年代

　
イ
ン
ド
で
の
優
位
を
確
立

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
、

57

　
広
州
に
限
定

清
、
欧
米
船
と
の
貿
易
を

16

享
保
の
改
革（
〜
45
）

1700
89

イ
ギ
リ
ス
、
権
利
の
章
典

70年代

西
廻
り
海
運
の
整
備

69

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い

39

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
禁
止

35

日
本
人
の
出
入
国
禁
止

16

ア
イ
シ
ン
の
ち
の
清
建
国

03

徳
川
家
康
、
征
夷
大
将
軍
と
な
る

02

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

1600

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

1600

この章では、18世紀の東アジアの社会と経済、アジアの地域間での貿易と欧
おう

米
べい

諸国との
新しい貿易、産業革命、中国の開港と日本の開国などを扱います。日本を含めていろいろ
な国や地域の動向を比較したり相

そう

互
ご

に関連づけたりして、工業化や交通・通信手段がど
のように進展し、世界市

し

場
じょう

が形成されていったのかを学びます。その結果、アジア諸国の
社会と経済の仕組みや欧米諸国との関係が変容していくことについて理解を深めましょう。

第 　   章1

大
おお

坂
さか

の賑
にぎ

わい　
手前に樽

たる

廻
かい

船
せん

の蔵、向こう岸に菱
ひ

垣
がき

廻船の蔵が建ち並ぶ。
奥にみえる大型船が菱垣廻船である。（大阪城天守閣蔵）

奴
ど

隷
れい

船
せん

を描いた絵（1780年代）　
労働力として売られた奴隷は、劣

れつ

悪
あく

な環境のなかで運ばれた。

清
しん

とイギリスの貿易交
こう

渉
しょう

を描いた風
ふう

刺
し

画
が
（1793年）　

清の乾
けん

隆
りゅう

帝
てい

に拝
はい

謁
えつ

する、イギリス使
し

節
せつ

が描かれている。

19

トップページの「さまざまなコンテンツ」
から「社会科授業用資料リスト」をみ
てみましょう。日

にち

米
べい

和
わ

親
しん

条約の写真が
閲
えつ

覧
らん

できます。

アジア歴史資料センター

詳しくみてみよう！

黒船の図　
ペリーの来航を描いた日本の錦

にしき

絵
え

。（神奈川県立歴史博物館蔵）

大陸横断鉄道の完成（1869年）　
アメリカ合衆国の東西を結ぶ鉄道が開通したことで、西
部の市場と東部の工業地帯が結びつけられた。

岩
いわ

倉
くら

使節団
特命全権大使の岩倉具

とも

視
み

は冠
かんむり

をとめるまげを
まだ残しているが、まわりの副使は全員まげ
を切っている。（山口県文書館蔵）

都市環境の悪化（1872年）　
ロンドンのスラム街の様子が描かれている。

大阪の水運と商業
の発達（→p.23）

イギリスの産業革
命（→p.29）

 動画にアクセスしよう！

ペリー来航
（→p.36） （NHK for Schoolより）

QR
コード
掲載

QR
コード
掲載

QR
コード
掲載

69

ス
エ
ズ
運
河
開
通

ア
メ
リ
カ
、
大
陸
横
断
鉄
道
完
成

66

大
西
洋
横
断
ケ
ー
ブ
ル
完
成

61

ア
メ
リ
カ
、
南
北
戦
争（
〜
65
）

イ
タ
リ
ア
王
国
成
立

58

日
米
修
好
通
商
条
約

57

イ
ン
ド
大
反
乱（
〜
59
）

56

第
２
次
ア
ヘ
ン
戦
争（
〜
60
）

55

第
３
回
万
国
博
覧
会（
パ
リ
）

54

日
米
和
親
条
約
・
琉
米
修
好
条
約

53

ク
リ
ミ
ア
戦
争（
〜
56
）

ペ
リ
ー
来
航

51

第
1
回
万
国
博
覧
会（
ロ
ン
ド
ン
）

太
平
天
国
の
内
乱（
〜
64
）

49

　
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
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ォ
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国
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ポ
レ
オ
ン
が
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12 第1部 ■ 近代化と私たち

 馬車と蒸気機関車の競争（アメリカ、1830年 ）馬車と蒸気機関車 競争馬車と蒸気機関車の競争（アメリカ 1830年）  蒸気力のみではじめて大西洋を横断（1838年）したシ
リウス号

 19世紀を通じて活
かつ

躍
やく

し
た快速帆

はん

船
せん

   から、日本の輸出品について何がわかるだろうか。

「交通と貿易」に関するこれらの資料
を読んで、気がついたこと、もっと知り
たいと思ったこと、疑問に思ったことを
書き出してみよう。

 おもな交通手段とその速度（単位：マイル／時）

年
1
8
4
0

1
8
6
0

1
8
8
0

1
9
0
0

1
9
1
0

1
9
2
0

1
9
3
0

1
9
4
0

馬車 5 5 5 5 5 5 5 5

客船
（河川） 5 6 8 10 10 11 11 11

海洋船 10 15 20 25 30 30 30 35

鉄道 31 40 50 60 60 65 70 100

自動車 － － － 30 45 55 60 75

飛行機 － － － － 50 110 185 300

（宮崎犀一ほか編『近代国際経済要覧』より作成）

 世界貿易数量の指数（1913年 = 100）世界貿易数量の指数（1913年 100）

1720
50
80

1800
20
30
40
50
60
70

76～80
81～85
86～90
91～95

96～1900
01～05
06～10
11～13
1913

1720
50
80

1800
20
30
40
50
60
70

76～80
81～85
86～90
91～95

96～1900
01～05
06～10
11～13
1913

・
20
・
20

・
40
・
40

・
60
・
60

・
80
・
80

・
100
・
100

・
0
・
0

（年）（年）

 イギリスの小麦輸入元の割合イギリ 小麦輸入元 割イギリスの小麦輸入元の割合合

北ヨーロッパ

北アメリカ

インド

オーストラリア

南アメリカ

（年）
1830～39

1840～49

1850～59

1860～69

1870～79

1880～89

1890～99

・
0
・
0

・
10
・
10

・
20
・
20

・
30
・
30

・
40
・
40

・
50
・
50

・
60
・
60

・
70
・
70

・
80
・
80

・
90
・
90

・
100
・
100（%）（%）

 日本の貿易商品の構成（輸出）本 貿易商品 構成（輸日本の貿易商品の構成（輸出）出）
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（『近代国際経済要覧』より作成）

（服部正治『穀物法論争』より作成）（『近代国際経済要覧』より作成）

19世紀に鉄道や蒸
じょう

気
き

船
せん

などの交通機関が急速に普
ふ

及
きゅう

し、それにともなって貿易も急
速に拡大した。これによって世界の結びつきはどのように変化したのだろうか？ 1 交通と貿易1

蒸気力のみではじめて大西洋を横断蒸気力のみではじめて大西蒸気力のみではじめて大西洋を横断洋を横断（1838年）（1838年）したシしたシしたシ

   ～  から何がわかるだろうか。
    から何がわかるだろうか。

第　　   部Ⅰ 近代化と私たち
近代化とは何だろうか。1～6の事例から選んで考えてみよう。う。う。

13

    について、それぞれ人口が多いのはどこだろうか。時期による違いにも注目してみよう。
   から、江

え

戸
ど

時代の日本の人口における特色として何があげられるだろうか。

   ～  の3つの産業間の労働力の割合において、3つの国に共通していることは何だろうか。

    から何が読みとれるだろうか。

知的職業階級
ジェントリ
（地主）

商人・農民
小売商

機械工・
労働者

ラトランド州
（イングランド中部の農村地帯） 52歳 41歳 38歳

マンチェスター
（イングランド北部の工業地帯） 38 20 17

ベスナル =グリーン
（ロンドン塔の東側労働者街） 45 26 16

 イギリスの平均寿命（19世紀中頃）

 ロンドンのスラム街（1872年）

（角山栄ほか『生活の世界歴史10　産業と民衆』より作成）

 イギリスの労働力の割合イギリスの労働力の割合

（年）
1841

1901

1921

1951

1960

1977

農業　　　工業　　　サービス業

2
5543

48484

38575

38557

37549

383923

（%）

（『近代国際経済要覧』より作成）

 日本の労働力の割合日本の労働力の割合日本の労働力の割合

（年）
1872

1925

1942

1950

1960

1977

農業　　　工業　　　サービス業

493714

323533

252748

233443

242452

9685

（%）

（『近代国際経済要覧』より作成）

 アメリカの労働力の割合アメリカの労働力の割合

（年）
1840

1870

1910

1950

1960

1977

農業　　　工業　　　サービス業　　　統計なし

6433

57367

434512

274132

193051

69

（%）

32

3

（『近代国際経済要覧』より作成）

「産業と人口」に関するこれらの資料を読ん
で、気がついたこと、もっと知りたいと思った
こと、疑問に思ったことを書き出してみよう。

 国別人口の推移国別人 の推移国別人口の推移

（年）・1800頃 ・50頃 ・70頃 ・80頃 ・90頃 ・1900頃 ・10頃 ・20頃 ・30頃

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

イギリス

フランス

アメリカ合衆国

日本

（万人）

（『近代国際経済要覧』より作成）

 大陸別人口の推移大陸別人 の推移大陸別人口の推移

（年）・1500 ・1600 ・1700・1000 ・50 ・1800 ・50 ・1900 ・50 ・1975 ・2000

60

50

40

30

20

10

0

アジア

アフリカ

ラテンアメリカ

北アメリカ

ヨーロッパ

（億人）

（『近代国際経済要覧』ほかより作成）

18世紀後半のヨーロッパで機械化が始まると、諸産業には大きな変化が生じ、そ
の動きはアメリカ合衆国やアジアなどへも波

は

及
きゅう

した。このことは、世界および各地
の人口動態にどのような影響をおよぼしたのだろうか？

 産業と人口2

ロンドンのスラム街（1872年）ンドンのスラム街ロンドンのスラム街（1872年）

8 歴史の扉①  歴史と私たち

　みなさんは旅に出かけたことはあるでしょうか。それ

はどのような目的で、どのような時期に、どのような手

段を用いた旅だったのでしょうか。

　修学旅行や留学、帰
き

省
せい

や仕事など、旅は様々な目的で

おこなわれますが、ここでは行楽や観光といった自由意

志にもとづく旅について考えてみましょう。今
こん

日
にち

、夏休

みにあわせて、駅や空港などで旅行客によるラッシュが

おきるのは風
ふう

物
ぶつ

詩
し

のようになっています。このように旅

が広い範囲で、多くの人々によっておこなわれるように

なったのはなぜなのでしょうか。

日本で観光旅行が広がったのはなぜだろうか

　食料の確保のように、生活するうえでの必要にせまら

れて始まった旅は、支配者と被支配者の登場により納税

や領地の支配のためにもおこなわれるようになりました。

やがて人々は多様な目的で旅をするようになります。そ

の先がけは、世界中にみられる宗教的情熱に突き動かさ

れた巡
じゅん

礼
れい

の類
たぐい

です。このような歴史のなかで、しだいに

娯
ご

楽
らく

を目的とした旅がおこなわれるようになり、その担
にな

い手
て

も富裕な者から、大衆にまで広がりをみせるように

なっていきました。

　日本でも、国内政治が安定し経済が発達した江
え

戸
ど

時代

には、伊
い

勢
せ

神宮への社参などの信仰を口実とした観光旅

行が盛んでした。当時、人々の移動は自由ではなく、大
だい

名
みょう

が支配する藩
はん

をこえた旅は限られ、街
かい

道
どう

では関
せき

所
しょ

によ

る通行規制がおこなわれていましたが、寺社参
さん

詣
けい

を口実

とすることで通行許可を得ることができたのです。とは

いえ、江戸から伊勢へは徒歩で2週間を要し、人々にと

ってこうした旅をすることは一生に1度のことでした。

　明治時代に入り、藩や関所が廃止され国内での人々の

移動は大幅に自由になり、鉄道の整備がそれをあと押し

しました。欧
おう

米
べい

と同じ暦
こよみ

が導入され、日曜日を休みとす

る習慣も役人や都市労働者のあいだに広がりました。新

しく始まった義務教育のなかで、夏休みも生まれました。

役所や会社などでも昔ながらのお盆
ぼん

の慣習とあわさって

夏に一定期間休みをとるようになり、大正時代にはこう

した生活を送る大衆が観光旅行のおもな担い手となりま

した。こうして多くの人々が、現在と同じような時期に

娯楽としての旅に出かけるようになったのです。

様々な人々が世界旅行をできるようになったのは
なぜだろうか

　大航海時代の世界一周のように、古くから人々は馬や

帆
はん

船
せん

を利用して世界を旅していましたが、それは領土獲
かく

得
とく

や貿易、宗教上の理由などによる冒険でした。こうし

た状況は19世紀に一変します。

　19世紀は交通革命の時代でした。イギリスで開発され

た蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

は鉄道や船の動力に応用され、1869年にはス

現代の私たちと旅
歴史の扉 ❶ 

歴史と私たち

 「伊勢参
さん

宮
ぐう

略図」
17世紀、長

なが

崎
さき

の出
で

島
じま

に勤務した
医師ケンペルは日本の記録をヨ
ーロッパに紹介した。当時の旅は
農
のう

閑
かん

期
き

にあたる春に活発だった。
（国立国会図書館蔵）

「伊勢参
さんさんさんさん

宮
ぐうぐうぐうぐう

略図
伊
い

勢
せ

詣
もうで

は1年中おこなわれる
が、とくに春にさかんにおこ
なわれるために、街

かい

道
どう

が旅
人で混雑する。 （『異国叢書』）

 ケンペル『江戸参
さん

府
ぷ

紀行』
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現代の私たちと旅 9

エズ運河とアメリカ大陸横断鉄道が開通します。こうし

て世界一周の旅にかかる時間は、大航海時代の数年から、

わずか数カ月に短縮されたのです。日本とのあいだでは、

開国後まもなく太平洋横断の定期航路が開設され、客船

と鉄道を乗り継ぎ世界を一周できるようになりました。

　実際に日本からは1871年に岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

ら遣
けん

米
べい

欧
おう

使
し

節
せつ

団
だん

が

横
よこ

浜
はま

を出航してアメリカ、ヨーロッパをめぐっています。

さらに1904年にシベリア鉄道が開通すると、欧州航路で

50日前後かかった日本からロンドンへの到達日数が、最

短で16日間になりました。こうしたなか、イギリスでは

一般向けに世界一周旅行の手配が始まりました。

　20世紀には飛行機が実用化されました。1903年のライ

ト兄弟による初飛行以降、第一次世界大戦を経て航空機

の技術は飛
ひ

躍
やく

的
てき

に発達し、第二次世界大戦後には旅客機

の大型・高速化が進みます。しかし東西冷
れい

戦
せん

により、航

路は対立陣
じん

営
えい

を避けて設けられたため、旅客機は遠まわ

りして飛ばなければなりませんでした。20世紀終盤にか

けてこうした対立が和
やわ

らぐと、世界中の都市を最短経路

で結ぶ航空網
もう

が充実し、21世紀の現在では日本からロン

ドンまで約13時間で到達できるようになりました。こう

して、渡
と

航
こう

の時間と費用が節約され、海外旅行はより身

近なものになったのです。

旅の広がりは何をもたらすのだろうか

　旅を経験した人々は、その旅行先で得られた知
ち

見
けん

をも

ち帰り、すぐれた技術や文化を拡大させる役割も果たし

てきました。今日の私たちは手軽に旅ができるようにな

り、世界規
き

模
ぼ

で情報の往
おう

来
らい

や交流が活発になっています。

その一方で、人の大規模な移動による感
かん

染
せん

症
しょう

の拡大や犯

罪のグローバル化などの課題も生じています。また観光

客を受け入れる側でも普段の生活がおびやかされる問題

がおきています。自由な旅をおこなうことは社会の安定

などの条件に支えられていることを忘れてはなりません。

　これから、旅やそれを支えている社会はどのように変
へん

容
よう

していくのでしょうか。こうした身近な物事を題材に、

歴史的な見方や考え方を働かせて考察することは、現在

の課題の解決や今後の社会のあり方を考える助けに

なるはずです。太平洋

北極海

インド洋

大西洋

神戸

長崎 香港

横浜

上海1873.9

アデン

スエズ

ローマ ゴール

シンガポール

サイゴン

カルカッタ

ボンベイ

1873.8

ペテルブルク
1873.6

ウィーン

ロンドン 1872.8

ナポリ

ベルリン
1873.3

出発：1871（明治4）12.23
帰着：1873（明治6） 9.13

大陸横断鉄道

スエズ

パリ 1872.12

1873.6

ワシントン

ニューヨーク

1872.2

サンフランシスコ
1872.1

ポートサイド

アレクサンドリア

1873.7

1873.5 運河

数字は到着の年・月

0°（
赤
道
）

0 3000kmイ 

ン 

ド 

洋

太

大 西 洋

平 洋

東京

ロンドン
パリ

ローマ

ロサンゼルス

ニューヨーク

アンカレジ

ヘルシンキ

フランクフルト
シアトル

冷戦期の東側諸国
冷戦期のアンカレジ経由ルート
現在のルート

 岩倉使節団の行路  東京との航空路

 トマス =クック社の広告
19世紀末、イギリスのトマス =
クック社は世界ではじめて一般
向け世界旅行を販売した。
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「歴史」は「過去」とどう異なるのだろうか

　あなたは1年前の今日にどんなことがあったか、書く

ことができますか。たとえば家族と何を話したか、学校

で何があったか、世界や日本でどんなことがおこってい

たかなど、すぐに思い出せる人は少ないでしょう。でも、

もしあなたが日記をつけていたり、その日の写真や、家

族や友だちとやりとりしたSNS（ソーシャル=ネットワ

ーキング=サービス）のメッセージなどが残っていたり

すれば、どんな1日だったか、少しは書くことができそ

うです。学校には何か記録が残っているかもしれません

し、新聞などを調べれば、世界や日本のできごともわか

りますね。

　このように過ぎさったできごと、つまり過去の大部分

は実は忘れられてしまうのですが、あとから人々が過去

を振り返って書き記すことで、歴史になっていきます。

その手がかりとされるのは人々の記憶、そして当時の記

録や手紙、出版物、図像（絵画や写真）など、様々な歴史

資料です。

「大日本帝国憲法の発布」について、
様々な歴史資料で考えてみよう

　1889（明治22）年2月11日、日本では大日本帝国憲法が

発
はっ

布
ぷ

されました。その作成過程は、当時の政府で作成さ

れた公
こう

文
ぶん

書
しょ

などを調べることでわかります。たとえば国

立公文書館に所蔵されている の「憲法草案枢
すう

密
みつ

院
いん

会議

筆記」では、政府で憲法がつくられる過程で、その中心

人物だった伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

（枢密院議長）がどんな発言をしてい

たか、詳しく知ることができます。

　憲法発布式は東京の宮
きゅう

殿
でん

でおこなわれました。 の絵

画には、明治天皇が黒
くろ

田
だ

清
きよ

隆
たか

首相に憲法を手渡している

場面が描
えが

かれており、この憲法が天皇から与えられた欽
きん

定
てい

憲法だったことを示しています。

　憲法の発布を、人々はどのように受け止めたのでしょ

うか。当時、帝国大学で医学を教えていたドイツ人医師

のベルツは、憲法発布直前の2月 9日の様子を、日記に

歴史資料とは何だろうか
歴史の扉 ❷ 

歴史の特質と資料

「憲法草案枢密院会議筆記」（国立公文書館蔵） 「憲法発布式」（和田英作）（聖徳記念絵画館蔵）

10 歴史の扉②  歴史の特質と資料

「「憲法発布式憲法発布式（和田英作）（聖徳記念絵画館蔵）「「憲法草案枢密院会議筆記憲法草案枢密院会議筆記」（国立立公文書館蔵）立公文
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のように記しています。

　このように憲法発布に沸
わ

いた人々の姿は、錦
にしき

絵
え

にも残

されています。どのような姿が描かれているのか、その

うちの1つ の「憲法発布上
うえ

野
のの

賑
にぎわい

」をみてみましょう。　

　公文書・絵画・日記・錦絵を通じて憲法発布について

みてきましたが、当時の新聞は憲法をどのように評価し

たのでしょうか。

　 の新聞は日本は「東洋先
せん

覚
かく

の国」だと誇らしげです

が、「立
りっ

憲
けん

の政
せい

」（憲法・議会による政治）からみて、当時

の世界はどのような状況だったのでしょうか。また新聞

が憲法を「自由政体」（自由な政治体制）と受け止めたのは

なぜでしょうか。学びながら考えてみましょう。

　一方、自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運動の代表的な思想家だった中
なか

江
え

兆
ちょう

民
みん

が憲法に示した評価は、弟子の幸
こう

徳
とく

秋
しゅう

水
すい

による の回想

をみると、 の新聞とは異なっていたようです。

　中江兆民はなぜ苦笑したのでしょうか。このような回

想、つまり記憶を書き残したものも、貴重な歴史資料と

なることがわかります。

歴史資料の保存はなぜ重要なのだろうか

　憲法発布という1つのできごとについて、様々な資料

をみてきました。1889年、あなたは生きていませんでし

たが、当時の様子を考えることができたのではないでし

ょうか。

　このように歴史資料は過去を知るための大事な手がか

りなのですが、実はその多くが、後
こう

世
せい

に残されることな

く失われていきます。公文書の場合、1971（昭和46）年に

国立公文書館ができるまでに、相当数の公文書が様々な

事情で廃棄されてしまっています。近年では情報公開法

（1999〈平成11〉年）や公文書管理法（2009〈平成21〉年）によ

って、公文書を管理・保存・公開する枠組みが整ってき

ました。今の日本を将来に伝えていくためにも、歴史資

料は大事な財産といえるでしょう。

「憲法発布上野賑」（応斎〈東洲〉勝月）（衆議院憲政記念館蔵）

「ベルツの日記」（1889〈明治22〉年2月9日）

  『朝
ちょう

野
や

新聞』（1889年2月11日号外）

歴史資料とは何だろうか 11

「「ベルツの日記（1889〈明治22〉年2月9日）

東京全市は、11日の憲法発
はっ

布
ぷ

をひ
かえてその準備のため、言語に絶
した騒ぎを演じている。至るとこ
ろ、奉

ほう

祝
しゅく

門
もん

、照明〔イルミネーシ
ョン〕、行列の計画。だが、こっ
けいなことには、だれも憲法の内
容をご存じないのだ。

『『朝朝
ち うちょうちょうちょうう

野野
やややや

新聞新聞（1889年2月11日号外）

立
りっ

憲
けん

の政
せい

はキリスト教国におこり……白色人種でキリスト教徒
でなければその恩

おん

恵
けい

を受けられないと思っていた。東洋先
せん

覚
かく

の
国〔日本〕、黄色人種がここに天皇を奉

ほう

じ、この自由政体をつくり、
東洋を主導するとは、なんということだろう。

先生は「賜
し

与
よ

される憲法とは果たしてどんなものか。玉か瓦
かわら

か、
いまだ中味をみていないのにまず名前に酔うとは、わが国民は
愚
ぐ

にして狂
きょう

である。なぜこうなのか」と嘆いた。憲法の全文が
届くと、先生は一通り読んで、ただ苦笑するのみだった。

 幸徳秋水『兆民先生』（1902〈明治35〉年）
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びつく

清清
しん

とイギリスの貿易交とイギリスの貿易交
こう

渉渉
しょう

を描いた風を描いた風
ふう

刺刺
し

画画
が
（1793年）（1793年）

けんりゅうてい はいえつ し せつ

岩倉使節団
大使の岩倉具

とも

視
み

は冠
かんむり

をとめるまげを
都市環境の悪化都市環境の悪化（1872年）（ 年）

ロンドンのスラム街の様子が描かれている

く

ロンドンのスラム街の様子が描かれている。

く

清の乾隆帝に拝謁する イギリス使節が描かれている
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 大運河沿いに並ぶ商店の看
かん

板
ばん

の文字を読んでみよう。どのような商品が取り引
きされたのだろうか。

 看板に「行
こう

」という文字がみられるが、これは何を意味するのだろうか。

 「姑
こ

蘇
そ

繁
はん

華
か

図
ず

」（部分、徐
じょ

揚
よう

）

この絵は18世紀の清
しん

代の江
こう

南
なん

地方にある蘇
そ

州
しゅう

（姑蘇）の様子を描
えが

いたものである。大
運河が通り、水上交通の要

かなめ

であった蘇州には無数の船が往来し、経済や文化の中心
として繁

はん

栄
えい

をきわめた。18世紀中頃には人口は50万人に達した。

（スーチョウ）

繁栄する18世紀の東アジアのなかで、中国
と日本の共通点と相

そう

違
い

点
てん

はどこにあったのだ
ろうか。

2

18世紀の中国経済の発展に、どのような商
品やモノが影響を与えたのだろうか。

1 世

テーマへの
アプローチ

徳
とく

川
がわ

幕
ばく

府
ふ

の仕組みは、どのようなかたちで経
済の発展に影響を与えたのだろうか。

3

「姑
こここ

蘇
そそそ

繁
はんはんはん

華
かかか

図
ずずず
（部分 徐

じょじょじょ

揚
ようようよう

）

中国（清） 「
四
つ
の
窓
口
」

　長
崎（
オ
ラ
ン
ダ
・
清
）、
対
馬（
朝
鮮
）、
薩
摩（
琉
球
）、
松
前（
ア
イ
ヌ
）

日本

1716 享保の改革（～45）

1721 株仲間の結成（を公認）

1722 定免法の採用

1724 キリスト教全面禁止／この頃、地丁銀制
実施

1732 享保の飢饉

1757 欧米船との貿易を広州に限定

1767 田沼時代（～86）

1782 天明の飢饉

1783 浅間山大噴火

1787 寛政の改革（～93）

1792 ロシア使節来航

1793 イギリス使節、乾隆帝に謁見

1796 白蓮教徒の乱（～1804）

18世紀の中国と日本では、
商品生産と流通網はどのように発達したのだろうか？

18世紀の東アジアにおける社会と経済
1

18世紀の東アジアにおける社会と経済 211

18世紀の中国経済
中国では、長

ちょう

江
こう

下流域から台
たい

頭
とう

した漢人の王

朝である明
みん

が、皇帝の専制支配のもとで全国

を統
とう

治
ち

した。その後、17世紀に満
まん

洲
しゅう

人
じん

のたてた清
しん

が台頭し、明の諸制度を

踏
とう

襲
しゅう

しつつ、広大で多様な中国全土を統合して18世紀に全盛期を迎えた。

　明代以降、中国の農業は飛
ひ

躍
やく

的
てき

に発展していた。なかでも長江下流域の

江
こう

南
なん

地方では桑
くわ

や綿
めん

花
か

など商品作
さく

物
もつ

の栽
さい

培
ばい

が進み、生
き

糸
いと

や絹
きぬ

織
おり

物
もの

、綿
めん

織物

の手工業が発達した。明代には杭
こう

州
しゅう

から天
てん

津
しん

に向かう大運河が整備され、

また国内水上交通の要
よう

所
しょ

であった江南地方の蘇
そ

州
しゅう

や長江中流域の漢
かん

口
こう

など

が商工業都市として繁
はん

栄
えい

した。明から清に至る経済的発展にともない、全

国的な遠
えん

隔
かく

地
ち

商業と金
きん

融
ゆう

のネットワークが形成され、それらの業務を担
にな

う

山
さん

西
せい

商人や徽
き

州
しゅう

（新
しん

安
あん

）商人が台頭した。

　さらに福
ふっ

建
けん

省
しょう

のサトウキビ栽培による製
せい

糖
とう

業
ぎょう

、景
けい

徳
とく

鎮
ちん

の陶
とう

磁
じ

器
き

生産とい

った地域の特産物もさかんに生産された。また、17世紀頃からアメリカ大

陸原産のトウモロコシやサツマイモといった新作物の栽培が始まり、山地

の開
かい

墾
こん

が進んだ。一方で、16世紀以降には、海外貿易により日本やアメリ

カ大陸から銀が大量に流入した結果、商工業が活性化されたほか、貨
か

幣
へい

経

済が農村にも浸
しん

透
とう

して税の銀
ぎん

納
のう

化
か

が進んだ。このような経済発展が18世紀

の人口増加を支えた。もっとも、日本と比べて広大な国土を抱え、多様な

（→p.6）

A （ハンチョウ） （テンチン）

（スーチョウ）

B

（フーチエン） （チントーチェン）

（→p.25）

C
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  手工業の発達

 どのような製品をつくっているところだろうか。
 『天工開物』は日本に輸入されて多くの著述に引

用されたり、和
わ

刻
こく

本
ぼん

というかたちで刊行された。江
戸時代の日本経済の特徴（→p.22）から、その理由をあげ
てみよう。

 は遠隔地商人の交易ルートを示している。ルートが密になっているのはどの
地域だろうか。
 より、「金華の同郷者たち」が蘇州に会館を建てようとした理由は何だろうか。

明代の宋
そう

応
おう

星
せい

による図解入りの産業技術書『天
てん

工
こう

開
かい

物
ぶつ

』の一部。（東洋文庫蔵）

 商業ルートの発達
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明清時代の主要商人集団
綿織物業中心地
生糸・絹織物業中心地

主要交易ルート
大運河

山西商人

徽州商人

南  シ  ナ  海

福建省

ねいか
寧夏
ニンシア

けいりん
桂林
コイリン

景徳鎮

シャンハイ
上海

ニンポー
寧波

杭州
徽州

せいあん
西安
シーアン

天津

山海関

ぶ しょう
武昌

じゅうけい
重慶
チョンチン

せいと
成都
チョントゥー

こうねい
江寧

こうしゅう
広州
コワンチョウ

かんこう
漢口

（
ナンキン
南京）

たいわん

台湾　　
たいわん

台湾　　

ベトナム

さんかいかん

てんしんてんしん

こうしゅうこうしゅう

けいとくちんけいとくちん

ふっけんふっけん

フーチエンフーチエン

チントーチェンチントーチェン

ハンチョウハンチョウ

き しゅうき しゅう
スーチョウ
蘇州
そ しゅう

テンチンテンチン

シャンハイコワンシャンハイコワン

きん か
金華
チンホワ

アモイ
厦門

18～19世紀のヨーロッパでは、建築・家具・食
器などの分野でシノワズリと呼ばれる中国風の美
術工芸品が流行した。中国へのあこがれと異国趣
味のあらわれであった。写真はドイツのポツダム
にあるサンスーシ宮殿の中国風茶屋。

 シノワズリ

 サツマイモの伝来
日本ではサツマイモ、薩

さつ

摩
ま

ではリュウキュウイモ、
琉
りゅう

球
きゅう

ではカライモ（唐芋）と呼び、名前の変
へん

遷
せん

がそ
のまま日本への伝

でん

播
ぱ

したルートを示している。

 大運河
6世紀末から 7世紀初めの隋

ずい

の時代に原形がつ
くられ、中国の南北の流通網

もう

として重要な役割を
担った。

金華は文教の盛んな町というが、
浙
せっ

東
とう

の端
はし

に位置し、土地はやせて
人口は多く、遠

えん

隔
かく

地
ち

商業にたずさ
わる者は３分の１を占める。……
蘇
そ

州
しゅう

にいる金華出身者は同郷人の
来訪をよろこび、金華から到来し
た者も同郷人を頼りに集まってく
る。……乾

けん

隆
りゅう

９年〔1744年〕金華の
同郷者たちは、〔蘇州に〕会館を建
てようと合議し、資金を出し合い
……建材をそろえ、職人を集め、
壬
じん

申
しん

の年〔1752年〕に完成した。

3  徽州商人の交
こう

易
えき

ルート

 金
きん

華
か

会
かい

館
かん

碑
ひ

記
き
（大意、1752年）
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特命全権大

ける社会と経

済が農村にも浸透して税の銀納化が進んだ。このような経済発展が18世紀

け

術工芸品が流行した。中国へのあこが
味のあらわれであった。写真はドイツ

の中国風茶屋。

徳川幕府の仕組みは、どのようなかたちで経
済の発展に影響を与えたのだろうか。

3 イ
ヌ
）

1793 イギリス使節、乾隆帝に謁見

1796 白蓮教徒の乱（～1804）済 発展 影響 与 う 。 教徒 乱

け

の

38 第2章 ■ 国民国家と明治維新

アメリカ独立宣言の採
さい

択
たく
（1776年）　

独立戦争勃
ぼっ

発
ぱつ

の翌年、ジェファソンらが起
き

草
そう

した宣言が
採択された。この7月 4日は独立記念日となっている。

バスティーユ牢
ろう

獄
ごく

襲
しゅう

撃
げき
（1789年）　

パリの民衆は圧
あっ

政
せい

の象徴とされた牢獄を襲撃した。民衆
の動きは、この後も革命の展開に大きな影響をおよぼした。

ナポレオンの戴
たい

冠
かん
（1804年）　

パリのノートルダム大聖堂で教皇列席のもと戴冠式が
挙
きょ

行
こう

され、皇帝ナポレオンが誕
たん

生
じょう

した。

ドイツ帝国の成立（1871年）　
プロイセン =フランス戦争末期、ヴェルサイユ宮殿で
ドイツ皇帝の即位宣言式が挙行された。

赤＝日本と関わりの深いできごと　黒＝世界

国民国家と明治維新

68

戊
辰
戦
争（
〜
69
）

67

大
政
奉
還
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ア
メ
リ
カ
、
南
北
戦
争（
〜
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）

イ
タ
リ
ア
王
国
成
立

ロ
シ
ア
、
農
奴
解
放

58

日
米
修
好
通
商
条
約

57

イ
ン
ド
大
反
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〜
59
）

56

第
２
次
ア
ヘ
ン
戦
争（
〜
60
）

53

ク
リ
ミ
ア
戦
争（
〜
56
）

ペ
リ
ー
来
航

51

太
平
天
国
の
内
乱（
〜
64
）

49

　
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で

48頃

　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で

40

ア
ヘ
ン
戦
争（
〜
42
）

39

オ
ス
マ
ン
帝
国
で
改
革
開
始（
〜
76
）

21

ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争（
〜
29
）

20頃

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
独
立

14

ウ
ィ
ー
ン
会
議
開
催（
〜
15
）

04

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位

1800
89

フ
ラ
ン
ス
革
命
が
始
ま
る

87

合
衆
国
憲
法
制
定（
88
批
准
）

76

ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言

60～70
年代

イ
ギ
リ
ス
、
産
業
革
命
が
始
ま
る

60
年代

　
イ
ン
ド
で
の
優
位
を
確
立

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
、

1700

この章では、アメリカ独立とフランス革命、ドイツ帝国の成立、明
めい

治
じ

維
い

新
しん

を始めとしたア
ジア諸国の変革、自由民権運動と大日本帝国憲法の制定、列

れっ

強
きょう

による植
しょく

民
みん

地
ち

の形成、
日
にっ

清
しん

・日
にち

露
ろ

戦争などを扱います。これらのできごとの背景や影響に着目したり、いろいろ
な国や地域を比較したりしながら、この時期に出現した国民国家や立

りっ

憲
けん

体制、帝国主義
などの特徴をふまえ、日本を含む世界がどのように変わっていったのかを考えましょう。

第 　   章2

39

東
とう

海
かい

道
どう

線
せん

の全線開通　
東京・神戸間は1889年に全通した。私鉄の
建設経営も進んだが、1906年の鉄道国有法
で主要幹線は国有化された。（茨城県立歴史館蔵）

独占資本を風
ふう

刺
し

した絵（1889年）　
帝国主義時代の列強諸国では、吸収・合

がっ

併
ぺい

により巨大化した独占資本が、国家の
外交や内政にも影響力をもった。

景
けい

福
ふく

宮
きゅう

内の朝
ちょう

鮮
せん

総
そう

督
とく

府
ふ

　
1910年の韓

かん

国
こく

併
へい

合
ごう

により朝鮮総督府が京
けい

城
じょう

におかれた。
建物はのちに景福宮内に移され、現在は取り壊されている。

群
ぐん

馬
ま

県
けん

富
とみ

岡
おか

製
せい

糸
し

場
じょう

　
1872年に開業した官営模

も

範
はん

工場。明治時代の殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

を担
にな

った。
建物は2014年にユネスコの世界遺産に登録された。（国立国会図書館蔵）

様々なテーマで資料が紹介されていま
す。「博覧会　近代技術の展示会」では
博覧会の歴史や出展品をみることがで
きます。

国立国会図書館　電子展示会

トップページの「さまざまなコンテン
ツ」から「社会科授業用資料リスト」
をみてみましょう。大日本帝国憲法や
下
しもの

関
せき

条約の写真が閲
えつ

覧
らん

できます。

アジア歴史資料センター

野
の

麦
むぎ

峠
とうげ

（日本の産
業革命）（→p.54）

日露戦争（→p.67）

詳しくみてみよう！  動画にアクセスしよう！

 （NHK for Schoolより）
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帝国主義時代の列強諸国では、吸収帝 合
併併
ぺいぺ

により巨大化した独占資本が、国家の

民国家

の戴の戴冠冠（1804年）（1804年）

ルダム大聖堂で教皇列席のもと戴冠式が
帝ナポ

じ う

ドイツ帝国の成立（1871年）
プロイセン =フランス戦争末期、ヴェルサイユ宮殿で
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イギリスでは、生活排水や工場排水でテムズ川の汚染が深刻にな
った。汚れた川の水は井戸水にも混入し、それまでなかったロン
ドンでのコレラの大流行が、19世紀初頭から中頃だけで3回も
生じた。その後、病理学や医学の発達にともなって公衆衛生に対
する考えが変わり、19世紀後半に上下水道が整備されると、コ
レラの大流行はみられなくなった。

 テムズ川の汚
お

染
せん
（『P

パ ン チ

UNCH』イギリス、1859年）  足
あし

尾
お

銅山と周辺のはげ山（『風俗画報』1901年）

    の問題について、なぜ対策が遅れたり、徹底した対策がとれなかったりしたのだろうか。現代の私たちとは異なる、
当時の人々の状況や考え方などに着目して考えてみよう。

  その後、これらと似た構造の問題は発生していないだろうか。

テムズ川の汚
おおお

染
せんせんせん
（『P

パ ン チパ ン チン チ

UNCH イギリス 1859年） 足
あしあしあし

尾
おおお

銅山と周辺のはげ山（『風俗画報 1901年）

日本では、1880年代から銅の需要が高まり、産出量が激増した。栃
とち

木
ぎ

県
の渡

わた

良
ら

瀬
せ

川流域では、鉱
こう

毒
どく

によって耕地が荒
こう

廃
はい

した。田
た

中
なか

正
しょう

造
ぞう

らが鉱山操
業停止を求めたが、近隣住民のあいだでは雇

こ

用
よう

喪
そう

失
しつ

を心配した操業停止反
対運動もおこった。生

き

糸
いと

と並ぶ外
がい

貨
か

獲
かく

得
とく

手段であった銅の一大産出地とい
うこともあり、政府は操業を停止させず、鉱毒問題を治

ち

水
すい

問題に置き換え、
1907年に谷

や

中
なか

村
むら

を廃村として遊水池にして問題の収
しゅう

拾
しゅう

をはかった。（国立国
会図書館蔵）

環境汚染

　 ❶ 開発・保全

▲

産業革命を経験した国やその植
しょく

民
みん

地
ち

では、開発が急激におこなわれたが、それに
ともなって環境が変化すると、保全も必要なことが徐々に認識されていった。こ
のような環境の変化に、人々はどのように対応したのだろうか。

近代化と
現代的な諸課題

第1部で学んだ事
こと

柄
がら

は、現代の諸課題
を考えるうえでのヒントにもなる。❶～❸
の観点から考えてみよう。

71

▲

環境の悪化に際し、新しい社会のあり方を模
も

索
さく

する試みも生まれた。

▲

Garden City構想の影響を受け、日本では20世紀初頭より田園都市の建設が首都圏
けん

や関西圏の郊外で試
こころ

みられた。

 エベネーザー =ハワード

 ハワードの著作中の概念図  Garden CityのポスターGarden Cityのポスタハワ ドの著作中の概念図

 田園都市案内（東京都江戸東京博物館蔵）田園都市案内田園都市案内（東京都江戸東京博物館蔵）

ロンドンの環境悪化を受けて、19
世紀末にG

ガ  ー  デ  ン  =

arden C
シ テ ィ

ity構想を発表
し、20世紀初頭にロンドン郊外の
レッチワースでその構想を実現し
た。

   について、“TOWN”“COUNTRY”“TOWN - COUNTRY*”の3つは、それぞれどのよ
うな特徴をもつ居住空間だとされているだろうか。
＊TOWN - COUNTRYはのちのGarden City。

  あなたなら 3つのうち、住むのにどこを選ぶだろうか。それを選んだ理由も含めて、まわ
りの人と意見交換をしてみよう。

現代社会にも、「開発・保全」に
関係した問題は数多く存在して
いる。その具体的な事例をあげ
て、開発と保全のバランスに着
目して考えてみよう。

  現在に至るまで、大都市に住む人々の割合は圧倒的に多い。なぜ
Garden Cityや田園都市は、居住空間として一般的にならなかった
のだろうか。

環境保全への試み

エベネ ザ ハワ ド

現代社

歴史の扉①歴史と私たち
現代の私たちと旅

第Ⅰ部　近代化と私たち
（近代化への問い）

近代化と現代的な諸課題

第２章のテーマ１～７

歴史の扉②歴史の特質と資料
歴史資料とは何だろうか

第１章　結びつく世界と日本の開国

第１章のテーマ１～４

歴史資料とはどのようなもので、どのように活用する
のかを、「大日本帝国憲法の発布」に関する様々な資
料（公文書・絵画・日記・錦絵・新聞記事）を事例に
学びます。当時の状況を知る手がかりとして、歴史資
料の重要性に気づくようにします。

「旅（観光旅行）」を取り上げ、日本での広がりや海外
旅行が身近になった背景について学び、身近な事例の
なかに歴史があり、世界とつながっていることに気づ
くようにします。

教科書p.8-9

学習指導要領「近代化への問い」で取り上げられてい
る「交通と貿易」「産業と人口」「権利意識と政治参加、
国民の義務」「学校教育」「労働と家族」「移民」の６
項目について資料を豊富に掲載しています。授業では
項目１つを選択し、資料を読みとく技術を培いながら
これから学ぶ「近代化」について、疑問や課題意識を
持つようにします（これらの資料を活用したテーマ史
の授業例は、p.12-13でご案内しています）。

生徒自身に取り組んでほしい課題のページにはキャラ
クターを付し、ナビゲートしています。

教科書p.12-17

このページでは章の概観を示しています。年表や図版で
時代の大まかなイメージをつかみます。また、学習を深
める動画やウェブサイトも紹介しています。

教科書p.18-19

第１章は18世紀の経済活動について、４つのテー
マで構成しています。１テーマ４ページから６ペー
ジで構成し、１テーマ１単元（または２単元）で
完結するよう、本文の分量にも留意して紙面作り
をおこないました。 ➡詳しくはp.8-9へ

教科書p.20-37

第Ⅰ部のまとめのページです。学習指導要領にある観点
から、「開発・保全」「対立・強調」「自由・制限」を取り
上げました。過去の人々が課題に対してどのような取り
組みをおこなったかを資料を読みときながら振り返り、
現代の諸課題について自ら課題を設定して考えます。

教科書p.70-75

第２章　国民国家と明治維新

章の概観です。

教科書p.38-39

第２章は国民国家の形成や立憲体制、帝国主義な
どについて７つのテーマで構成しています。

教科書p.40-69

教科書p.10-11

学習指導要領に沿った
「歴史総合」の学習の流れ

6 7
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気候風土や歴史的多様性をもつ中国では、地域ごとの経済ネットワークが

存在しており、全国的な統一市
し

場
じょう

が形成された日本とは状況が異なる点も

あった。そして、山地の開
かい

墾
こん

によって環境破壊が引きおこされる一方で、

人口の増加にみあった耕地面積の拡大はなされず、生活水準が低下する農

民もあらわれた。

18世紀の日本社会
江
え

戸
ど

時代の日本では、古代からの王権である

天皇（朝
ちょう

廷
てい

）が祭
さい

祀
し

などをおこなう一方、政治

の実権は17世紀初めに全国を統一した徳
とく

川
がわ

将
しょう

軍
ぐん

（幕
ばく

府
ふ

）にあった。全国は幕

府の直
ちょっ

轄
かつ

領
りょう

と、二百数十におよぶ大
だい

名
みょう

が内政をおこなう藩
はん

にわかれ、将軍

は大名を臣
しん

従
じゅう

させて彼らへの軍事指
し

揮
き

権
けん

を握り、天皇の権
けん

威
い

をよりどころ

として全国を支配した。

　人々は身分集団に属し、身分は基本的に世
せ

襲
しゅう

された。支配身分である武

士は将軍、大名とその家臣からなり、家臣は城
じょう

下
か

町
まち

に集住して行政を担
にな

っ

た。人口の大部分は被支配身分であり、村で農業などをおこなう百
ひゃく

姓
しょう

、町

で商業や手工業をおこなう町
ちょう

人
にん

、そして被差別身分を含む多様な小
しょう

規
き

模
ぼ

の

身分集団があった。それぞれの身分に応じた役割を担うことが美
び

徳
とく

とされ、

とくに生産者である百姓は年
ねん

貢
ぐ

を負担する役割を負った。幕府と藩はそれ

ぞれの支配地において、検
けん

地
ち

帳
ちょう

に記載された百姓の土地の耕作権と所持権

を保
ほ

障
しょう

して村ごとに年貢や諸
しょ

役
やく

を課し、年貢米
まい

から武士の俸
ほう

禄
ろく

を支給した。

18世紀の日本経済とその変容
江戸時代における幕府収入の中心

は、書類上の年間収
しゅう

穫
かく

高
だか

である石
こく

高
だか

で、直轄領400万石から納められる年貢であった。18世紀になると年貢

収入が停
てい

滞
たい

したうえに米
べい

価
か

が下落したため、幕府の財政が逼
ひっ

迫
ぱく

しはじめた。
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 中国と日本の人口推移の特徴は何だろうか。
 それぞれの特徴が生まれた理由は何だろうか。

 衣食にみる身分の差（『労農夜話』 部分）
左から順に、貴人（公

く

家
げ

）・侍
さむらい

（武士）・農夫・商人・
僧・職人とおのおのの食

しょく

膳
ぜん

が描
えが

かれている。身分
によって服装や髪型、食膳の大きさなどが異なっ
ている。（東京大学史料編

へん

纂
さん

所蔵）

 18世紀の人口増加

（年）

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

日本

・
1800

・
50

・
1700

・
50

・
50

・
80

・
1600

中国

1億6000万人

4億3610万人

3451万人

1700万人

日本（単位：100万人）
中国（単位：1000万人）

（深尾京司ほか編『日本経済の歴史2』、曹樹基『中国人口史5』より作成）

 現在の日本との違いは何だろうか。
 この構造が変化した転換点はいつだろうか。

  江戸時代の日本の国制
徳川幕府

朝廷
主従関係

大名大名

家臣

旗本

将軍天皇

大名

百姓・町人

図の白い丸は人々、三角形は個々の大名の領
りょう

国
ごく

（藩）、直線は主
しゅ

従
じゅう

関係を
示す。徳川将軍はもっとも大きな大名でもあった。将軍や大名の家臣の
なかには領地を分け与えられ、直接におさめるものもあった（濃い三角）。

 から読みとれる、18世紀の中国が抱え
た問題は何だろうか。

祖先の代には、土地や家
か

屋
おく

に余裕があり
利用し残している部分もあったかもしれ
ないが、土地や家屋の増え方は２倍、よ
くて３倍、５倍である。しかし人口は、
同じ時間に10倍、20倍と増えてしまう。
したがって、土地や家屋はつねに足りな
くなり、人の数は余ってしまうのだ。

（岸本美緒・宮嶋博史『明清と李朝の時代』）

 中国・日本の推定人口の推移

 洪
こう

亮
りょう

吉
きつ

『意言』（1793年）

18世紀の東アジアにおける社会と経済 231

1716（享
きょう

保
ほう

元）年、8代将軍徳川吉
よし

宗
むね

は、年貢増収による幕府財政の立て直

しをめざして、様々な経済政策を実
じっ

施
し

した（享保の改革）。その結果、幕府

の年貢収納率は上昇し、18世紀半ばには頂点に達した。

　17世紀末には全国各地で商品生産が活性化し、西廻
まわ

り海運などが整備さ

れて、大
おお

坂
さか

・江戸・京都の三
さん

都
と

を中心に年貢米や特産物が流通する全国市

場が確立した。とくに大坂は「天下の台所」といわれ、年貢余
よ

剰
じょう

米や専売

品とされた特産物などが運ばれた。蔵
くら

屋
や

敷
しき

に保管された商品は、大坂の市

場で高値となった際に売却された。このほか生産者から在
ざい

郷
ごう

商人を通して

運ばれる商品（納
な

屋
や

物
もの

）も地域市場や大坂市場に運ばれた。この結果、大坂

は全国の物資集散地として栄えた。さらに、17世紀以降に発達した江戸・

大坂間の海運（菱
ひ

垣
がき

廻
かい

船
せん

・樽
たる

廻船）に加え、18世紀末頃には蝦
え

夷
ぞ

地
ち

や東北地

方と西日本を西廻りで結ぶ北
きた

前
まえ

船
ぶね

のような遠
えん

隔
かく

地
ち

海運が発達し、昆
こん

布
ぶ

など

蝦夷地海産物の西日本での流通や長
なが

崎
さき

での輸出（俵
たわら

物
もの

）がさかんになった。

　一方、商品作
さく

物
もつ

生産の奨
しょう

励
れい

によって、貨
か

幣
へい

経済が都市だけでなく農村に

も浸
しん

透
とう

し、土地を集積する有力百姓と農業経営に失敗して田畑を失った小
こ

百
びゃく

姓
しょう

への分化が生じた。さらに18世紀後半には凶
きょう

作
さく

や飢
き

饉
きん

がしばしばおこ

り、人口が停滞するとともに、困
こん

窮
きゅう

した百姓や貧民による一
いっ

揆
き

や打ちこわ

しが各地で発生した。しかし、19世紀に入ると、織
おり

物
もの

業
ぎょう

や製
せい

糸
し

業
ぎょう

といった

農村工業が発達し、地域間の分業と交
こう

易
えき

にもとづく経済成長が本格化して、

再び人口増加が始まった。

在位1716～45

（→p.27）
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 なぜ大坂が物資の集散地となったのだろうか。
 昆布はどこで産出し、どのようなルートでどこまで流通したのだろうか。

 大坂の蔵屋敷（『摂
せっ

津
つ

名
めい

所
しょ

図
ず

会
え

』 部分）（国立国会図書館蔵）

 全国市場の確立

 海運の発達

おもな城下町
そのほかの要地
昆布の主産地
昆布流通の拠点
おもな海上航路

はこだて
箱館
はこだて
箱館

さかた
酒田
さかた
酒田

いしのまき
石巻
いしのまき
石巻

江戸江戸

南海路
　 ひ がきかいせん　たる

（菱垣廻船・樽廻船）

東廻り海運西廻り海運
　きたまえぶね

（北前船）
かなざわ
金沢
かなざわ
金沢

え どえ ど

京都京都

か ごしま
鹿児島
か ごしま
鹿児島

ひらど
平戸
ひらど
平戸

500km0

◆

◆

●

●

●
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●

●

◆

●

●

◆

◆

◆

◆

日本

え ぞ ち

蝦夷地

しん

清

りゅうきゅう

琉球

ながさき

長崎

さつ ま

薩摩藩

太　平　洋

日　本　海

東 シ ナ 海

しものせき
下関
　　

しもだ
下田
　　

まつまえ
松前
　　

◆

◆

さ ほ
乍浦
チャープー

さ ほ
乍浦
チャープー

ふくしゅう
福州
フーチョウ

ふくしゅう
福州
フーチョウ

な は
那覇
な は
那覇

おおさか
大坂
おおさか
大坂

と やま

富山
と やま

富山

ちょうせん

朝鮮

  徳川吉宗（1684～1751）
紀
き

州
しゅう

徳川家から8代
将軍となり、享保の
改革に取り組んだ。
幕府財政の立て直し
につとめる一方で、
積極的な人材登

とう

用
よう

や
法制度の整備をおこ
なった。また、流通
統制政策を開始し
た。（德川記念財団蔵）

 享保の改革
年貢率の決め方を毎年作

さく

柄
がら

を調べる検
け

見
み

法
ほう

から、
過去の平均を基準とする定

じょう

免
めん

法
ほう

に改め、新
しん

田
でん

開発
による米の増産をめざした。また、綿

わた

作
さく

などの商
品作物の生産を奨励し畑地からの年貢増収もおこ
なった。そして商業統制のために商人や職人の仲
間を株

かぶ

仲
なか

間
ま

として公認し、かわりに営業税（運
うん

上
じょう

・冥
みょう

加
が

）を徴
ちょう

収
しゅう

した。

 俵物
俵につめられた、いりこ・ふかひれ・干

ほ

し鮑
あわび

とい
った海産物。
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 大運河沿いに並ぶ商店の看
かん

板
ばん

の文字を読んでみよう。どのような商品が取り引
きされたのだろうか。

 看板に「行
こう

」という文字がみられるが、これは何を意味するのだろうか。

 「姑
こ

蘇
そ

繁
はん

華
か

図
ず

」（部分、徐
じょ

揚
よう

）

この絵は18世紀の清
しん

代の江
こう

南
なん

地方にある蘇
そ

州
しゅう

（姑蘇）の様子を描
えが

いたものである。大
運河が通り、水上交通の要

かなめ

であった蘇州には無数の船が往来し、経済や文化の中心
として繁

はん

栄
えい

をきわめた。18世紀中頃には人口は50万人に達した。

（スーチョウ）

繁栄する18世紀の東アジアのなかで、中国
と日本の共通点と相

そう

違
い

点
てん

はどこにあったのだ
ろうか。

2

18世紀の中国経済の発展に、どのような商
品やモノが影響を与えたのだろうか。

1

テーマへの
アプローチ

徳
とく

川
がわ

幕
ばく

府
ふ

の仕組みは、どのようなかたちで経
済の発展に影響を与えたのだろうか。

3

「「姑
こここここ

蘇
そそそそそ

繁
はんはんはんはんはん

華
かかかかか

図
ずずずずず
（部分 徐

じじょじょじょ

揚
うようようよう

）

中国（清） 「
四
つ
の
窓
口
」

　長
崎（
オ
ラ
ン
ダ
・
清
）、
対
馬（
朝
鮮
）、
薩
摩（
琉
球
）、
松
前（
ア
イ
ヌ
）

日本

1716 享保の改革（～45）

1721 株仲間の結成（を公認）

1722 定免法の採用

1724 キリスト教全面禁止／この頃、地丁銀制
実施

1732 享保の飢饉

1757 欧米船との貿易を広州に限定

1767 田沼時代（～86）

1782 天明の飢饉

1783 浅間山大噴火

1787 寛政の改革（～93）

1792 ロシア使節来航

1793 イギリス使節、乾隆帝に謁見

1796 白蓮教徒の乱（～1804）

18世紀の中国と日本では、
商品生産と流通網はどのように発達したのだろうか？

18世紀の東アジアにおける社会と経済
1

18世紀の東アジアにおける社会と経済 211

18世紀の中国経済
中国では、長

ちょう

江
こう

下流域から台
たい

頭
とう

した漢人の王

朝である明
みん

が、皇帝の専制支配のもとで全国

を統
とう

治
ち

した。その後、17世紀に満
まん

洲
しゅう

人
じん

のたてた清
しん

が台頭し、明の諸制度を

踏
とう

襲
しゅう

しつつ、広大で多様な中国全土を統合して18世紀に全盛期を迎えた。

　明代以降、中国の農業は飛
ひ

躍
やく

的
てき

に発展していた。なかでも長江下流域の

江
こう

南
なん

地方では桑
くわ

や綿
めん

花
か

など商品作
さく

物
もつ

の栽
さい

培
ばい

が進み、生
き

糸
いと

や絹
きぬ

織
おり

物
もの

、綿
めん

織物

の手工業が発達した。明代には杭
こう

州
しゅう

から天
てん

津
しん

に向かう大運河が整備され、

また国内水上交通の要
よう

所
しょ

であった江南地方の蘇
そ

州
しゅう

や長江中流域の漢
かん

口
こう

など

が商工業都市として繁
はん

栄
えい

した。明から清に至る経済的発展にともない、全

国的な遠
えん

隔
かく

地
ち

商業と金
きん

融
ゆう

のネットワークが形成され、それらの業務を担
にな

う

山
さん

西
せい

商人や徽
き

州
しゅう

（新
しん

安
あん

）商人が台頭した。

　さらに福
ふっ

建
けん

省
しょう

のサトウキビ栽培による製
せい

糖
とう

業
ぎょう

、景
けい

徳
とく

鎮
ちん

の陶
とう

磁
じ

器
き

生産とい

った地域の特産物もさかんに生産された。また、17世紀頃からアメリカ大

陸原産のトウモロコシやサツマイモといった新作物の栽培が始まり、山地

の開
かい

墾
こん

が進んだ。一方で、16世紀以降には、海外貿易により日本やアメリ

カ大陸から銀が大量に流入した結果、商工業が活性化されたほか、貨
か

幣
へい

経

済が農村にも浸
しん

透
とう

して税の銀
ぎん

納
のう

化
か

が進んだ。このような経済発展が18世紀

の人口増加を支えた。もっとも、日本と比べて広大な国土を抱え、多様な

（→p.6）

A （ハンチョウ） （テンチン）

（スーチョウ）

B

（フーチエン） （チントーチェン）

（→p.25）
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  手工業の発達

 どのような製品をつくっているところだろうか。
 『天工開物』は日本に輸入されて多くの著述に引

用されたり、和
わ

刻
こく

本
ぼん

というかたちで刊行された。江
戸時代の日本経済の特徴（→p.22）から、その理由をあげ
てみよう。

 は遠隔地商人の交易ルートを示している。ルートが密になっているのはどの
地域だろうか。
 より、「金華の同郷者たち」が蘇州に会館を建てようとした理由は何だろうか。

明代の宋
そう

応
おう

星
せい

による図解入りの産業技術書『天
てん

工
こう

開
かい

物
ぶつ

』の一部。（東洋文庫蔵）

 商業ルートの発達
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明清時代の主要商人集団
綿織物業中心地
生糸・絹織物業中心地

主要交易ルート
大運河

山西商人

徽州商人

南  シ  ナ  海

福建省

ねいか
寧夏
ニンシア
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シャンハイ
上海

ニンポー
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杭州
徽州

せいあん
西安
シーアン

天津

山海関

ぶ しょう
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じゅうけい
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チョンチン

せいと
成都
チョントゥー

こうねい
江寧

こうしゅう
広州
コワンチョウ

かんこう
漢口

（
ナンキン
南京）

たいわん

台湾　　
たいわん

台湾　　

ベトナム

さんかいかん

てんしんてんしん

こうしゅうこうしゅう

けいとくちんけいとくちん

ふっけんふっけん

フーチエンフーチエン

チントーチェンチントーチェン

ハンチョウハンチョウ

き しゅうき しゅう
スーチョウ
蘇州
そ しゅう

テンチンテンチン

シャンハイコワンシャンハイコワン

きん か
金華
チンホワ

アモイ
厦門

18～19世紀のヨーロッパでは、建築・家具・食
器などの分野でシノワズリと呼ばれる中国風の美
術工芸品が流行した。中国へのあこがれと異国趣
味のあらわれであった。写真はドイツのポツダム
にあるサンスーシ宮殿の中国風茶屋。

 シノワズリ

 サツマイモの伝来
日本ではサツマイモ、薩

さつ

摩
ま

ではリュウキュウイモ、
琉
りゅう

球
きゅう

ではカライモ（唐芋）と呼び、名前の変
へん

遷
せん

がそ
のまま日本への伝

でん

播
ぱ

したルートを示している。

 大運河
6世紀末から 7世紀初めの隋

ずい

の時代に原形がつ
くられ、中国の南北の流通網

もう

として重要な役割を
担った。

金華は文教の盛んな町というが、
浙
せっ

東
とう

の端
はし

に位置し、土地はやせて
人口は多く、遠

えん

隔
かく

地
ち

商業にたずさ
わる者は３分の１を占める。……
蘇
そ

州
しゅう

にいる金華出身者は同郷人の
来訪をよろこび、金華から到来し
た者も同郷人を頼りに集まってく
る。……乾

けん

隆
りゅう

９年〔1744年〕金華の
同郷者たちは、〔蘇州に〕会館を建
てようと合議し、資金を出し合い
……建材をそろえ、職人を集め、
壬
じん

申
しん

の年〔1752年〕に完成した。

3  徽州商人の交
こう

易
えき

ルート

 金
きん

華
か

会
かい

館
かん

碑
ひ

記
き
（大意、1752年）

1 テーマ全体の問いを確認する
このテーマで考えたい事柄が問いの形
で示されています。
授業の初めに全体の問いを確認して、
課題意識を持つようにします。

2 導入図版と問いに取り組む
授業の導入として、問いをもとに資料
を読みときます。グループで、または
隣の生徒と意見交換し、テーマについ
ての興味・関心を高めます。

3 テーマへのアプローチを確認し、資料
と問いに取り組む
テーマ全体の問いを解くための３つの
アプローチです。アプローチは、小見
出しなど適切なまとまりごとに設定さ
れています。授業の適切なタイミング
でアプローチの問いを参照し、本文を
読んで、対応する資料の問いについて
グループワークなどで取り組みます。
先生の指示をもとにアプローチの解答
をまとめます。

※ 資料と問いは豊富に掲載されています。全てに
取り組む必要はなく、授業の進度に合わせて適
宜選択してください。

※ より具体的な授業展開例や問いの解答例は「教
師用指導書」に全て掲載しています。

4 テーマ全体の問いについてまとめる
３つのアプローチの解答をふまえ、テー
マ全体の問いについてまとめます。

簡潔な本文と、構造的でわかりやすい
レイアウトに留意しました。

用語解説
このテーマのポイントとなる用語に解説を付していま
す。歴史用語だけでなく、現代社会における基本的な
教養として重要と思われる概念用語や経済用語も取り
上げています。

授業展開例

1
4

2

3

年表・地図
このテーマに関わるできごとや、その前後の流れを確認するための年表や地図です。
本文の内容を整理したり、日本と世界の動きを比較したり、知識の補足として利用
できます。
また、巻末年表（教科書p.244-249）とも対応しています。

本文
１単元で読みこなせる分量とな
るよう、必要な用語は維持しな
がら、経緯などの細部はできる
だけ簡潔な記述を心がけました。

文字資料
素早く内容を理解することを重視して、
現代語訳で示しています。分量の多い資
料の場合は下線を示して主旨を理解しや
すくしています。

人物コラム
歴史への興味・関心は人物を通しても
高まることから、各テーマ1～2名を取
り上げ、紹介しています。

グラフや地図
カラーユニバーサルデザインに則り、読みやすい
配色や線種で作製しています。

➡詳しくはp.16-21へ

な本文と、構造的でわかりやすいなな本文簡潔な本本本文文文簡潔な簡簡潔な簡 な本な本文文文簡潔 でで か文 造的構 でわわわかかか造的で構造文ととと 造的で構造 でわでわか文と かか文と、構造的 か いや いやすいかりりりややや いやすいかりかりややすい
アアウウトレレイイイイアアレ ウウトト ししたた。に ししまま留留意意 まましし意し たた。に留 グラフや地図

カラーユニバーサルデザインに則り、読みやすい
配色や線種で作製しています。

テーマの紙面構成と
授業の展開例
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 所得が伸び悩んでいるのはどのような人々だろうか。
なぜ伸び悩んでいるのだろうか。
 貿易自由化について、先進国と新興国では、それぞれ

どのような議論が展開されるだろうか。

  全世界の所得上昇率
「象のカーブ」と呼ばれるこのグラフは、1988年の世界のす
べての人々を所得ごとに1%ずつ横軸に並べ、それぞれの所
得が2008年までの20年間（自由貿易の拡大期）でどの程度上
昇したかを示している。右の方に先進国の人々、中央より左
に新

しん

興
こう

国
こく

の人々が配置されることになる。

おもに新興国の人々

おもに先進国の人々

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

-10

所
得
上
昇
率

所得分布

・5・5 ・15 ・25 ・35 ・45 ・55 ・65 ・75 ・85 ・95

（％）

（パーセンタイル）

（Milanovic, Policy Research Working Paper, no. WPS 6259 より作成）

 当時の日本の人々は、新しい消費文化をどのよう
に受けとめたのだろうか。

百貨店（デパート）は買い物をする場所というだけでなく、
人々が休日などに遊

ゆう

覧
らん

にやってくる名所となった。百貨店の
食堂は、西洋風料理の普

ふ

及
きゅう

に貢
こう

献
けん

した。（株式会社三越伊勢丹蔵）

3  食堂のメニュー

 百
ひゃっ

貨
か

店
てん

の大食堂（1925年）
 みなどのような服を着ているのだろうか。
 この人々はどのような関係だろうか。
 食事が無料とはどういうことだろうか。

 ソ連の科学技術
描
えが

かれている宇宙飛行士はガガーリンである。

 何年のどのようなできごとを表しているだろうか。
 それは世界にどのような影響を与えたのだろうか。

 中国の農村での朝食の様子（1958年）
女性のうしろの壁には「食事は無料だ。生産に頑

がん

張
ば

ろう」という
スローガンが書いてある。

連ソ連の科学技術科学技術

中中国の農村農村での朝食 様朝食の様子（1958年）

 資源をめぐる争い

 どのような資源をめぐる争いを描
えが

いているのだろうか。
 この絵は世界のどの地域を想定して描いているのだろうか。

資源を資源をめぐ 争めぐる争い

 記事にある対シンガポール
を皮切りに、日本は 2国間交渉
に積極的になった。この転

てん

換
かん

の
背景には何があったのだろうか。

  日本とシンガポールによる自由貿易協定
（『日本経済新聞』2002年 1月14日）

もに先進国の人々
er,

地球温暖化が関係していると考えられる現象

石炭・天然ガス・石油・ウラン産地とエネルギー供給

マーシャル諸島

ツバル

（環境省資料ほかより作成）（環境省資料ほかより作成）

アラスカ
永久凍土が融け
始めている

ロッキー山脈
グレーシャー国立公園
1910年当時150あった
氷河が30に減少

海面上昇により
水没の恐れに直面

パタゴニア地方
氷河の後退

グリーンランド
南部／南東部の氷床
が融け始めている シベリア

永久凍土が融け
始めている

アルプス山脈
氷河の後退ハリケーンの発生

猛発達と大型化

南極半島
ラルセン棚氷が1995年と
2002年に大規模な崩壊

キリマンジャロ山
1912年以降，山頂付近の
雪の80％以上が消滅

ヒマラヤ山脈
氷河の後退

台風の猛発達と
大型化

北極海
2007,2012年をはじめ
海氷の浮かぶ海域が減
少し，その厚さも大幅に
薄くなった

アンデス山脈
ペルー南西部のコリカリス
氷河は1983～2001年に
800ｍ後退

グレートバリアリーフ
海水温の上昇によって
サンゴの白化現象がみ
られる

0°（赤道）

油田炭田 天然ガス ウラン

1人当たりエネルギー供給量
（石油換算／2013年）

5000kg 以上
2500～5000
1000～2500

石油の移動（2014年）

（エネルギー統計年鑑 2014 ほかより作成）
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原油の産出量
（2016年）
3902百万 t

石炭の産出量
（2016年）
6261百万 t

原油の消費量
（2016年）
3908百万 t

天然ガスの
産出量（2017年）
37684億m3

天然ガスの
消費量（2017年）
37557億m3
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その他

その他

その他

その他

その他

その他
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4.7
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9.6
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インド

石炭の消費量
（2016年）
3732百万 t

23.350.6 11.0

2.3

アラブ首長国

9.5

日本の原油の輸入先（2018年）
17590万 kL

%

%

%

%

38.6％

25.4

7.9

クウェート
7.7

ロシア4.8ロシアロシアロシア4.84.84.8

イラン4.3イランイランイラン4.34.34.3
イラク 1.8イラクイラクイラク 1.81.81.8

%

%

アメリカ

51.4

るるるるののののだろうか。
てててていいいいるのだろうか。

ビジュアルであること、本文はテーマに沿っ
て簡潔であること、世界と日本を関連づけて
考えられることを目指しました。

「地理総合」や「公共」、「政
治・経済」との連携を意識し
た資料を取り上げました。

地理の地図帳に掲載されて
いるものと同じ「世界の自
然」や、「地球温暖化が関
係していると考えられる現
象」「石炭・天然ガス・石
油・ウラン産地とエネル
ギー供給」などのデータ資
料を巻末に掲載しています。

印象に残る図版
直感的に読みとりやすく、時代
の様子が感じられる図版を意識
して取り入れました。特に風刺
画は生徒の興味を引きやすく、
意見も出しやすいため、豊富に
掲載いたしました。

1単元でまとまる本文分量　必要な
用語・事柄は維持しながら、経緯
などの細部はできるだけ簡潔にし、
テーマの問いについて考察できる
記述を心がけました。

世界と日本の動きを関連づけた年表
そのテーマに即して整理した年表で、タテと
ヨコのつながりの理解と定着に役立ちます。

新聞記事や経済のグラフを多数用意するなど、歴史的見
方とともに現代の政治や経済の視点からも考察ができる
ように工夫しました。

本 はテーマに沿ビビ あるルであアルジュ であるビジ るこュアアルで テー文は本こと はテこ ーと、本本本文文 沿っマにマに沿っ
て簡潔であること、世界と日本を関連づけててててててて ここ 、てて簡 あ潔 ことあるこ潔であて簡潔 あるこ潔潔ででああ ここと、てて簡簡潔潔潔 あ 本をを関関連連日界 を関連日本を界と日世界 日本を界界とと日 をを関連連連世世界界界 日 連連 てづけてづけて連づ てづけけてて連連連づづづ て
考考 とを目考え るこられ こととれる を目えら 目指 したしま たたま指

「 や「公合」や理総合地理 や「地 「公理総総総合合」」 政、「公共公共」、「「政政
治・経済」との連携を意治治治治治治 のの連携携治治 済」経 の連携との経済」治 経 との経経済済」」 のの連携治 携携治治・・経経経 」 携携 識しを意 し意識携を意 し意意識識携携携をを意意
た り上げまた資 を取資料 取りり料を 上げ資 ましたたし

特に工夫した点 他教科との連携
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12 第1部 ■ 近代化と私たち

 馬車と蒸気機関車の競争（アメリカ、1830年 ）馬車と蒸気機関車の競争（アメリカ 1830年）  蒸気力のみではじめて大西洋を横断（1838年）したシ
リウス号

 19世紀を通じて活
かつ

躍
やく

し
た快速帆

はん

船
せん

   から、日本の輸出品について何がわかるだろうか。

「交通と貿易」に関するこれらの資料
を読んで、気がついたこと、もっと知り
たいと思ったこと、疑問に思ったことを
書き出してみよう。

 おもな交通手段とその速度（単位：マイル／時）

年
1
8
4
0

1
8
6
0

1
8
8
0

1
9
0
0

1
9
1
0

1
9
2
0

1
9
3
0

1
9
4
0

馬車 5 5 5 5 5 5 5 5

客船
（河川） 5 6 8 10 10 11 11 11

海洋船 10 15 20 25 30 30 30 35

鉄道 31 40 50 60 60 65 70 100

自動車 － － － 30 45 55 60 75

飛行機 － － － － 50 110 185 300

（宮崎犀一ほか編『近代国際経済要覧』より作成）

 世界貿易数量の指数（1913年 = 100）世界貿易数量の指数世界貿易数量の指数（1913年 100）
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 イギリスの小麦輸入元の割合イギリスの小麦輸入元の割合
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 日本の貿易商品の構成（輸出）日本の貿易商品の構成（輸出）
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（『近代国際経済要覧』より作成）

（服部正治『穀物法論争』より作成）（『近代国際経済要覧』より作成）

19世紀に鉄道や蒸
じょう

気
き

船
せん

などの交通機関が急速に普
ふ

及
きゅう

し、それにともなって貿易も急
速に拡大した。これによって世界の結びつきはどのように変化したのだろうか？ 1 交通と貿易1

蒸気力のみではじめて大西洋を横断蒸気力のみではじめて大蒸気力のみではじめて大蒸気力のみではじめて大西洋を横断西洋を横断西洋を横断（1838年）（1838年）（1838年）したシしたシしたシ

   ～  から何がわかるだろうか。
    から何がわかるだろうか。

第　　   部Ⅰ 近代化と私たち
近代化とは何だろうか。1～6の事例から選んで考えてみよう。う。う。

17

19世紀は 「移
い

民
みん

の世紀」と呼ばれるほど、日本を含めた世界で多くの移民が生まれた。移民たち
は何を求め、どのように移動し、社会にどんな影響を与えたのだろうか？ 移民6

 「中国人問題への最初の一撃」（『W
ワ ス プ

ASP』アメ

リカ、1877年）

「移民」に関するこれ
らの資料を読んで、
気がついたこと、もっ
と知りたいと思ったこ
と、疑問に思ったこと
を書き出してみよう。

 なぜアメリカの白人労働者は中国
人移民を排斥したのだろうか。

「「中 人問題中国人問題への最初 撃最初の 撃（『W
ワ ス プワ ス プワ ス プワ ス プ

ASP アメ

オーストラリア

0 3000km

0°（赤道）

❶北西ヨーロッパ→北・ラテンアメリカ　　❷スペイン・ポルトガル→北・ラテンアメリカ　　
❸アフリカ→北・ラテンアメリカ

（杉原薫「近代世界システムと人間の移動」『岩波講座世界歴史19』より作成)

❸

❷
❶

アフリカ

ヨーロッパ
アジア

北アメリカ

ラテンアメリカ

❷

❸

❹

❽
❶

❾

❻
❺　
❼

0 3000km

0°（赤道）

❶ヨーロッパ→北アメリカ　❷ヨーロッパ→ラテンアメリカ　❸アフリカ→北・ラテンアメリカ
❹イギリス→オーストラリア、南アフリカ ❺インド→南アジア・東アジア　❻中国→東南アジア
❼インド国内の移動　❽中国国内の移動　❾ロシア国内の移動

    の③は同じものを指すが何だろうか。なぜ規
き

模
ぼ

が縮小したのだろうか。
   の①が、  の①のように大

だい

規
き

模
ぼ

な流れに変わったのはなぜだろうか。

サンフランシスコの風
ふう

刺
し

雑誌に描
えが

かれた白
人労働者のデモ行進。こうした排

はい

斥
せき

運動を
受けて、アメリカでは1882年の排

はい

華
か

法
ほう

で中
国人移民が禁止された。

 国際労働力移動のおもな流れ（1820～1940年） 国際労働力移動のおもな流れ（1500～1820年）

 アメリカの日本人移民（ヘンリー木山義喬『漫画四人書生』1931年）

 この日本人移民にとって、アメリカで働くこと
は、日本で働くこととどのように違ったのだろうか。

1904年頃、アメリカの白人家庭に住み込みで働いた日本人
移民を描いた漫画。“room and boa(r)d”は部屋と食事つ
きの意味。当時の村

むら

役
やく

場
ば

書記の年収は平均で約96円、 1ド
ルは約 2円である。（国立国会図書館蔵）

リカアメリカの日本人移本人移民（ヘンリ 木山義喬『漫画四

第Ⅰ～Ⅲ部の冒頭にある資料のページは、テーマ史のアクティブラーニングとしても活用できま
す。「第Ⅰ部　近代化と私たち」の「移民」（教科
書p.17）を例に、授業の一案をご紹介します。
この授業は、「移民」を国際的な労働力の移動という観
点でとらえ、そこに発生してくる問題を考えさせるこ
とをねらいとしています。グループワークを通して教
科書から得た「知識」をもとに「思考・判断・表現」
するアクティブラーニングによる授業展開の一例です。

T  多くの人々が自国を離れ、外国で働くということは以前
からあった。教科書p.17の1・2の地図(「国際労働力移
動のおもな流れ」) を見て確認しよう。

T  （新聞記事や雑誌などに掲載された日本のコンビニや工場、
畑で働く外国人労働者の写真をスライドにして提示する。）
これらの写真を見て気づいたことを発表しよう。

T   教科書第Ⅰ部の「移民」に関する箇所にマーカーで印を
つけよう。

S   各自が気づいたことを発表する。【たくさんの外国人が日
本人と一緒にいろいろなところで働いている】

S    各班内で第１章の1～４、第２章の1～７を分担して読み
込み、印をつける。

２．移民の増加と移民排斥

T   印をつけた箇所を1500～1820年、1820～
1940年の２つの時期に分け、例に従って内容
を表に簡潔にまとめてみよう。

S  班内で印をつけた箇所を確認し合い、各自
が２つの時期に分けて内容をまとめる。

例）
時　期 移民に関する出来事

1500
～
1820
年

p.26　 18世紀：（中国→東南アジア）中国(清)の国際貿易が発展し、東南アジアから胡椒や米・蘇木・
海産物を輸入する一方、中国移民が東南アジアに向かった。

p.46　 18世紀後半：（ヨーロッパ諸国→アメリカ）独立を実現したアメリカでは、広大な国内市場向
け商品生産のため北東部では工業、中西部・南部では農業が発展し、その労働力としてヨーロッ
パ諸国から大量の移民が受け入れられた。

1820
～
1940
年

p.32　 19世紀前半：（移民の増大）蒸気船や蒸気機関車の広まり、運河の建設など交通手段の発達（速度
や輸送人数）により移民が容易になった。

　　　   1840年代：（アイルランド→アメリカ）主食のジャガイモの不作による飢饉のためアイルラン
ドから200万人以上がアメリカを中心とする外国に移住した。

…

T   まとめた「移民」の表にもとづいて教科書p.17のQ２の答
えを考えて発表しよう。（「移民」の表からは、直接Q１の
答えを見つけることはできないのでQ２からはじめる）

T   つぎに、p.46の印をつけた「移民」に関する箇所の少し先
まで読んで、教科書p.17のQ１の答えを考えて発表しよう。

T   (黒人奴隷制度に関する補足)　教科書p.41の黒人奴隷に
関する箇所に印をつけよう。 

T  「黒人奴隷」と「移民」との違いについて説明しよう。

T   4の漫画と「移民」の表をもとにQ４の答えを考え、移民が外
国で働くことの理由、移民を受け入れる国の理由を説明しよう。

T   移民を受け入れることにメリットがあるにもかかわらず、受け
入れ国で3の絵に見られるような排斥運動が起きるのはなぜだ
ろう、「移民」の表をもとに考え発表しよう。（Q３の答え）

T   （p.91の移民法、p.231の移民・難民についての記述を参照）移民の問題を考える際には、移民を出した地域の事情と、それを受
け入れる国の状況、それぞれの変化などに留意することが大切。

T  （p.165の4のグラフを示す）現在の日本の社会は外国人の労働力に頼らなければ成り立たなくなってきている。そのような外国
人労働者をどのように受け入れていったらよいか、考えてみよう。（p.165のQ４の答えに導く）

S  各班の代表がQ２の答えを発表する。【アメリカのイギリ
スからの独立。アメリカが広大な国内市場向け商品生産
の労働力として欧州移民を大量に受け入れ】

S  教科書p.46を読み、Q１の答えを発表する。【黒人奴隷制度に
もとづくプランテーション農業とリンカンによる奴隷解放宣言】

S  教科書p.41を読み、黒人奴隷に関する箇所にマーカーで印
をつける。（アフリカからの黒人奴隷の連行を確認させる）

S  「黒人奴隷」と「移民」の違いについて説明する。【連行
されてきた奴隷、自らの意志にもとづく移民】

S  「移民が外国で働くことの理由、移民を受け入れる国の理由」
を説明する。【移民は自国より良い労働条件と生活を求めて、
受け入れ国は不足する労働力の補填、また安価な労働力として】

S  移民排斥運動が起きる理由を発表する。【受け入れ国の労働
者や西欧からの白人移民労働者との利害対立】

１．国際労働力の移動

T Teacher

S Student

導 入

T 印をつけた箇所を1500～1820年、1820～
1940年の２つの時期に分け、例に従って内容
を表に簡潔にまとめてみよう。

S 班内で印をつけた箇所を確認し合い、各自
が２つの時期に分けて内容をまとめる。

テーマ史の授業展開例
「移民」の歴史を通して外国人労働者問題について考える

まとめ

展 開
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歴史総合トータルサポート
指導に、学習に、ICT教育に。

山川出版社は「歴史総合」をトータルサポートいたします。

山川出版社の

指  導

ICT教育

学  習

▶教師用指導書付属データ集
▶デジタル教科書

▶山川＆二宮ICTライブラリ

➡p.22
➡p.26

➡p.23

14　　第 1章　結びつく世界と日本の開国 3　産業革命　　15

1産業革命の発端
18世紀半ばから19世紀初めにかけてイギリスの（1　綿　）工業が中心
2背景
　ａ　 17世紀末の「権利の章典」で私的所有権が事実上保障される→人々の経済面での意欲が向上
　ｂ　 （2　大西洋三角　）貿易の確立→イギリス内に富が蓄積
　ｃ　 インド産綿織物（キャラコ）の人気→輸入代替工業化に商機
3展開
　ａ　 石炭を動力源とする（3　蒸気機関　）の実用化が産業革命を推進
　ｂ　 紡績機械の発明が織布過程の機械化をうながすなど（4　連鎖　）的に技術革新が進む
アプローチ①　ほかの国や地域と比べ、人々の生産意欲や技術革新への気運が高かったこと、大西洋三角貿易によって新しい生産様

式（機械）の普及に必要な富が蓄積されていたこと、キャラコブームが輸入代替工業化への動機づけとなったことなどがあげられる。

また、石炭や鉄鉱石といった必要な資源にも恵まれていた。 

1生産の担い手
知識をもった職人から不熟練賃金労働者へ
→労働者を雇う資本家に有利な生産システムが確立＝（5　資本　）主義
2労働条件の悪化
労働者の賃金水準や労働環境などは劣悪、過酷な児童労働もおこなわれる
→マルクスやエンゲルスは働く人々の境遇改善をめざす思想を展開＝（6　社会　）主義
3生活条件の悪化
（7　エネルギー　）革命によって工場を農村部にも建設できるようになる
→新たな工業都市が生まれたが、水・大気・衛生など生活環境は劣悪

1他国の反応
イギリス産の安い製品の輸出増大をみて、自国経済の強化をめざす
→ベルギー・仏・米・独・日・露などで産業革命が進行：上からの（8　産業革命　）

技術革新

社会の変化

他国への産業革命の普及

2第 2次産業革命
19世紀後半に（9　石油　）を動力源とする重化学工業へ移行
→政府主導で工業化を進める（10　ドイツ　）と、広大な国内市場を有する（11　アメリカ　）が中心
3経済的な世界の一体化
産業革命に至らなかった国や地域は（12　製品市場　）・（13　原材料供給地　）となる
→財（商品）の移動（貿易）において世界中が大きなネットワークに組み込まれていく

1交通手段の発達
19世紀前半に蒸気船や蒸気機関車が実用化され、移動の速度や量が向上
→（14　移民　）・外国旅行・探検などが容易になる
2情報伝達手段の発達
ヒトの移動の活発化によって世界の一体化が加速
→情報の伝達速度の向上も求められるようになり（15　海底電信ケーブル　）の敷設が進む
アプローチ②　交通機関や情報伝達技術の発達によって世界各地がつながり、世界の一体化が進んだ。また、工業生産国と製品市

場、工業生産国と原料供給地などの経済的な結びつきも強まった。 

 

アプローチ③　総生産は大きく向上したが、産業資本家のように利益を上げる人がいる一方、労働者の多くが劣悪な生活環境におか

れるなど、格差の拡大が新たな問題となり、一概に豊かになったとはいえない。 

 

交通と情報の革命

教科書1の問い
　　 上の人々と下の人々の、対照的な点は何だろうか。
　　 このような境遇の違いが生じたのはなぜだろうか。
教科書23の問い
　　 23のグラフから、イギリス社会のどのような変化が読みとれるだろうか。

1
2

1

1①服装（正装－作業服）、姿勢（満腹そうにすわりこむ－苦しそうに支えている）、人数

（少－多）などが対照的。②機械制生産の拡大にともなって成立した資本家と労働者の関

係（資本主義）が一因としてあげられる。23①19世紀に労働力でも生産量でも農業の割

合が減り、工業・サービス業が大きな部分を占めるようになった。 

 産業革命　教 p. 28～333

テーマへのアプローチ①産業革命は、な
ぜイギリスで始まったのだろうか。

②産業革命は世界の結びつきをどのよう
に強めたのだろうか。

③産業革命によって人々は豊かになった
のだろうか。それとも貧しくなったのだ
ろうか。

アメリカの雑誌に掲載された風刺画（『Puck 
Magazine』1883年）

　　　　　　●18世紀から始まる技術革新の波は、世界をどのように変えたのだろうか？ 
機械が生産の中核を担うようになり、熟練の必要がない労働者と出資する資本家の関係を軸とした資本主義が誕生し、労働者の環境

を改善すべく社会主義も出現した。イギリスに対するあせりから他国にも産業革命は波及して資本主義国が増加した一方、産業革命

に至らなかった地域は原材料供給地や製品市場として世界市場へ組み込まれ、経済的な世界の一体化が進んだ。技術革新は交通と情

報の分野にもおよび、貿易拡大のほか、移民や旅行など人の移動も急増させ、列強による遠方の植民地化を可能にした。 

 

現代の歴史総合 準拠ノート

山川＆二宮ICTライブラリ

▶教師用指導書
授業実践編
研究編

➡p.16

山川＆二宮ICTライブラリにて
ダウンロード販売

歴史総合デジタルテスト集
一問一答（仮）

B5判　２色　72頁（予定）
価格未定

歴史総合 要点チェック

四六判　２色　260頁（予定）
予価990円（10％税込）

歴史総合 用語と解説集

B5判　２色　128頁＋解答16頁
定価990円（10％税込）

歴史総合問題集（発売中）

AB判　４色　40頁（予定）
価格未定

地図&年表で整理 歴史総合

※書店店頭での販売は致しません。

AB判　４色　56頁（予定）
価格未定

歴史総合資料集

※書店店頭での販売は致しません。

▶準拠ノート ➡p.24

先生用サポート

授業用サポート

生徒用サポート
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30　　第Ⅰ部　近代化と私たち

近代化と私たち第Ⅰ部
 教p.12～17

本時の目標● 情報を読みとったりまとめたりする技能を習得する。近代化にともなう人々の生活や社会の変化について考
察するための「問い」を表現する。

指導上の留意点●「交通と貿易」「産業と人口」「権利意識と政治参加、国民の義務」「学校教育」「労働と家族」「移民」
の 6つのテーマから、年間の授業計画において必要と考えられるものを選択して 1つ以上を取り上げる。 1つのテーマに
は 1時間の授業をあて、地図、グラフ、図表、年表、写真、風刺画などの近代化に関する資料について、グループ学習を
おこないながら、設問に対する答え、疑問に思ったこと、考えたことなどを意見交換させる。最後に生徒の考えた「問い」
を共有させたり発表させたりするとよいが、それについて、この段階では答えを示さないようにする。教師は生徒の「問
い」を記録し、第 1章および第 2章での学習の際に、それらを踏まえた授業になるよう心がける。

１ 交通と貿易
◎19世紀に鉄道や蒸気船などの交通機関が急速に普及し、
それにともなって貿易も急速に拡大した。これによって世
界の結びつきはどのように変化したのだろうか？
解答例  鉄道や蒸気船の発達により、輸送に要する時間は
大幅に短縮され、一度に輸送できる量も多くなり、総じて
効率化が進んだ。このことと産業革命による生産の効率化
により、嗜好品など単価の高いものが中心だった遠隔地を
結ぶ輸送に、綿製品など日用品が多く入り込んでくること
になった。その結果、これまで特産品によって利益を上げ
ていた諸地域も、工業国の市場や原料供給地に転落すると
ころが増え、それらは従属的な状態で世界経済に組み込ま
れることになった。

1 馬車と蒸気機関車の競争（アメリカ、1830年）
2  蒸気力のみではじめて大西洋を横断（1838年）したシリウ
ス号

3 19世紀を通じて活躍した快速帆船
解説  1から、登場したばかりの蒸気機関車は馬車と互
角の勝負だったことを読みとらせたい。やがて技術革新に
よってその性能は短期間で向上した（4参照）。2につい
ては、ペリーが乗っていたサスケハナと比べてみてもよい
（教p.19、p.343）。同じ外輪式の蒸気船で、補助用の帆が
あることも共通している。黒船のイメージから19世紀中頃
は蒸気船全盛と考えがちだが、実際は3のような快速帆
船も19世紀を通じて活躍していた。イギリスにおいて汽船
が帆船を登録隻数で上回るのは20世紀初頭である。

4 おもな交通手段とその速度（単位：マイル／時）
5 世界貿易数量の指数（1913年＝100）
6 イギリスの小麦輸入元の割合
解説  4からは、速度の差だけでなく、期間を通じて変
化がない交通手段（馬車）と速度が上がっている交通手段
（馬車以外＝技術革新が反映されるもの）があることに気づ
かせたい。実際は馬車も路面の舗装整備などで改善はみら
れるのだが、この表に反映されるほどの変化はない。これ
を一因として5のように世界貿易は19世紀に飛躍的な伸

びをみせた。なお、1913年を100としたこのグラフにおい
て、1800年は2.3を示している。6は 5つの地域差よりも、
イギリスから近い地域（北ヨーロッパ）と遠い地域（北ヨー
ロッパ以外）で比較すれば4と関連づけられるだろう。な
お、このグラフは割合の推移を示していることに注意した
い。北ヨーロッパの割合は著しく減っているが、絶対量は
減っているとは限らず、とくにイギリスで穀物法が廃止さ
れた1846年からは穀物輸入量全体は大幅に増えていると予
想される。
❶1～5から何がわかるだろうか。
解答例  19世紀を通じて様々な交通手段が発達し、輸送の
速度や量は飛躍的に向上した。このことを一因として、世
界貿易数量は飛躍的に伸びた。
❷56から何がわかるだろうか。
解答例  世界貿易数量が伸びた要因としては、従来は弱
かった遠方とのつながりが、交通手段の発達によって強
まっていったこともあげられる。

7 日本の貿易商品の構成（輸出）
解説  第二次世界大戦前の日本の輸出品は、繊維品などの
軽工業製品や食料品が中心であった。生糸の輸出量は1909
年に中国を抜いて世界一となり、1934年には生産量のピー
クを迎えた。綿布の輸出量も1933年にイギリスを抜いて世
界一となった。産業革命成立後の日本では、1919年に工業
生産額が農業生産額を上回り、1930年代半ばには金属・機
械・化学など重工業の工業生産額が軽工業の工業生産額を
上回るが、自給用の軍需が中心で、軽工業製品や食料品、
鉱物などの原料の輸出は依然多かった。一方、戦後の高度
経済成長期（1955～74年）、1960年には第 3次産業従事者が
第 1次産業従事者、1965年には第 2次産業従事者も第 1次
産業従事者を上回るなど、日本の産業構造が変化した。中
心は鉄鋼、自動車、船舶（造船）など民需を中心とした重化
学工業で、工業生産額の 3分の 2を占めるに至った。貿易
商品（輸出品）もこの影響を受けていることをグラフから読
みとらせたい。
❸7から、日本の輸出品について何がわかるだろうか。
解答例  20世紀前半と後半では、輸出の中心が繊維品など
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1 「姑蘇繁華図」（部分、徐揚）
解説  長江下流域の江南に位置する蘇州は織物の町として
知られ、東西に流れる長江と南北につながる大運河の結節
点として繁栄した。1762年に描かれた本図は、縦35.5㎝×
横12.8ｍの長大なもので、大運河沿いには合計23軒の綿布
店、14軒の絹織物店、14軒の衣料品店、16軒の穀物店、14
軒の両替屋や質屋が描かれ、物資を運ぶジャンク船ととも
に、蘇州という町の特徴をよく表している。なお、女性が
ほとんど描かれていないのは、儒教的「男尊女卑」の思想
が背景にあると考えられる。男性は満洲人王朝のもとで、
全員が辮髪（べんぱつ）をしている。
❶大運河沿いに並ぶ商店の看板の文字を読んでみよう。ど
のような商品が取り引きされたのだろうか。
解答例「棉花」「布」という文字から、綿製品を扱ってい
たことが分かる（「松江大布」の「松江」とは、綿布の大産
地の地名で、蘇州の綿布問屋で取引された）。
❷看板に「行」という文字がみられるが、これは何を意味
するのだろうか。
解答例  商人の組合組織（「棉花行」「布行」などから類推
させたい。ちなみに「銀行」とは、お金をあつかう商人組
合から生まれた言葉）。

▶（1）18世紀の中国経済
A2 手工業の発達
解説『天工開物』には多くの挿絵があるため、ここで取
り上げたもの（「糸くり」）以外でも教材化できるものがあ
る。「糸くり」の解説は次のようになっている。「糸をくる
にはまず糸車をつくる。その機構は図に示す。鍋を火にか
けて繭を煮立てる。糸の太い細いは、この鍋に入れた繭の
多少による。……繭が煮え立った時に、竹簽で水面をかき
まぜると、糸口が自然に現れる。……糸が切れた時には、
その糸口を探して他の糸の上に投げかけるだけで、わざわ
ざまといつけるには及ばない。」（宋応星『天工開物』東洋
文庫、平凡社）
　明末に書かれた『天工開物』は、ほとんど注目されず、

むしろ実用の学問が発展した江戸時代の日本でコピーさ
れ、出版された。 
❶どのような製品をつくっているところだろうか。
解答例  生糸。繭を煮てたんぱく質を溶かし、糸を取り出
している様子。機械の右側で巻き取っている。
❷『天工開物』は日本に輸入されて多くの著述に引用され
たり、和刻本というかたちで刊行された。江戸時代の日本
経済の特徴（教p.23）から、その理由をあげてみよう。
解答例  18世紀の日本は全国各地で商品生産が活性化し、
大坂を中心とする全国的な統一市場が形成されていたため
（なお『天工開物』は、1920年代に日本から逆輸入されて
知られるようになった）。
B 商業ルートの発達
3 徽州商人の交易ルート
解説  明清期には、山西省の太原を中心とする山西商人や、
安徽省の徽州府を中心とする徽州（新安）商人が、政府によ
る塩の専売を請け負う遠隔地商人として台頭した。とりわ
け徽州商人は、長江と大運河という東西南北の幹線ルート
への好アクセスを利用できたことが発展の背景。徽州商人
は、江南の蘇州・揚州・杭州、長江中流の漢口、華南の広
州、そして華北の北京などに拠点を設け、塩・穀物・綿織
物・絹織物などを流通させた。ちなみに、江戸時代の長崎
に来航した中国商人のなかにも、徽州商人が多く含まれて
いた。なお、19世紀以後になると、寧波商人（のちの浙江
財閥）との競争に敗れた徽州商人だが、近現代史に名を残
す、胡適、汪兆銘、江沢民、胡錦濤などを輩出した。
❶3は遠隔地商人の交易ルートを示している。ルートが密
になっているのはどの地域だろうか。
解答例  蘇州などの位置する江南と呼ばれる長江下流域
と、長江と北方の北京を結ぶ大運河沿いの地域。
4 金華会館碑記（大意、1752年）
解説  蘇州の金華会館に建てられた碑文。金華は浙江省の
山間部に位置し（「土地はやせて」）、明代より商人などの移
住者を多く出した（「遠隔地商業にたずさわる者は 3分の 1
を占める」）。蘇州の金華出身者たちが共同出資し（「資金を

本時の目標●近世後期に相当する18世紀の中国と日本において、社会と経済の特徴がそれぞれどのようなものであったの
かについて、両者を対比するなかから考察する。
解答例 中国では江南で商品作物栽培や手工業の発展がみられ、遠隔地商業と金融のネットワークが形成されて、人口が
急増した。一方日本では、幕藩体制のもと「天下の台所」と呼ばれた大坂に米などが運ばれ、遠隔地海運も発展して、全
国的な市場が形成された。しかし、中国では人口の増加にみあった耕地面積の拡大はなされず、日本では農村における土
地を集積する有力百姓と田畑を失った小百姓への分化が生じるなどして人口も停滞した。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
導入1①、B3①、E1011② 導入1②、A2①②、C6①

D8①②、E1011①②
B3①4②、C6②7③、E1011①②

学習活動 指導上の留意点

導
入

　5
分

●㋐中学で学習した江戸時代の日本において、どのような
商品が生産されていたかを相談しながらノートに書き出
す。
●㋑1の「姑蘇繁華図」から商店の看板の文字を書きとる。
　看板の「行」について意見交換する。

●㋐江戸時代の日本と、同時代の中国の状況を初歩的に対
比させ、共通点があることに気づかせる。

●㋑棉花行、布行、銀行などを板書して思考を促す。

展
開

　20
分

10
分

10
分

アプローチ1 18世紀の中国経済の発展に、どのような
商品やモノが影響を与えたのだろうか。
▶（1）18世紀の中国経済
●㋒A2の問いから、生糸生産を読みとる。
→本文から、桑・生糸・絹織物、綿花・綿織物、サトウ
キビ、陶磁器・トウモロコシ・サツマイモなどが重要で
あることに気づく。
●㋓B3とB4の問いから、蘇州近辺の江南から大運河に
かけてルートが密で、各地に会館を建設したことに気づ
く。

アプローチ2 繁栄する18世紀の東アジアのなかで、中
国と日本の共通点と相違点はどこにあったのだろうか。
●㋔C6の問いから、中国と日本の人口推移について、本
文も踏まえつつ考察する。
●㋕C7の問いから、中国が抱えた問題に気づく。
アプローチ3 徳川幕府の仕組みは、どのようなかたち
で経済の発展に影響を与えたのだろうか。
▶（2）18世紀の日本社会
●㋖D8の問いから、地方分権と身分制社会の構造を理解
する。
▶（3）18世紀の日本経済とその変容
●㋗E10と11の問いから、大坂を中心とした統一市場の形
成、遠隔地海運の発展についてまとめる。具体例として
昆布に注目する。

●㋒繭や糸に着目させ、本文の叙述と関連づける。余裕が
あれば「送絲干」という文字にも注意を向ける。問い②
は授業の後半に立ち戻って考察させるとよい。

●㋓生徒の身近な「会館」にはどのようなものがあるかを
問うのも良い。1の「姑蘇繁華図」を再び参照させる。
また、3の地図で「綿織物業」「生糸・絹織物業」中心
地と蘇州の位置関係に着目させる。

●㋔共に商品作物栽培と遠隔地商業の発展、貨幣経済の浸
透がみられるが、日本の人口停滞に着目させる。
●㋕中国の人口増加による耕地不足を読みとらせる。

●㋖将軍は直轄領以外は間接統治であることと、天皇とい
う権威者の存在に注目させ、明治維新の伏線とする。

●㋗本文を参照しながら年貢米を中心に統一市場が形成さ
れたことを再認識させる。昆布を通じて中国経済とも接
続させる。余裕があれば参勤交代による交通の発展に気
づかせても良い。また、A2の問い②を考察させる。

ま
と
め
5
分

①中国と日本の商品生産と流通網の特徴を再確認する。
②19世紀の日本で織物業や製糸業など農村工業の発達が
みられ、人口増加に転じたことを確認する。

●本時のポイントを確認したうえで、のちのテーマの
ベースとなる知識を提示しておく。
●明治維新への伏線とする。

18世紀の東アジアにおける社会と経済 教p.20～23

18世紀の中国と日本では、商品生産と流通網はどのように発達したのだろうか？1
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18世紀の中国経済
中国では、長

ちょう

江
こう

下流域から台
たい

頭
とう

した漢人の王

朝である明
みん

が、皇帝の専制支配のもとで全国

を統
とう

治
ち

した。その後、17世紀に満
まん

洲
しゅう

人
じん

のたてた清
しん

が台頭し、明の諸制度を

踏
とう

襲
しゅう

しつつ、広大で多様な中国全土を統合して18世紀に全盛期を迎えた。

　明代以降、中国の農業は飛
ひ

躍
やく

的
てき

に発展していた。なかでも長江下流域の

江
こう

南
なん

地方では桑
くわ

や綿
めん

花
か

など商品作
さく

物
もつ

の栽
さい

培
ばい

が進み、生
き

糸
いと

や絹
きぬ

織
おり

物
もの

、綿
めん

織物

の手工業が発達した。明代には杭
こう

州
しゅう

から天
てん

津
しん

に向かう大運河が整備され、

また国内水上交通の要
よう

所
しょ

であった江南地方の蘇
そ

州
しゅう

や長江中流域の漢
かん

口
こう

など

が商工業都市として繁
はん

栄
えい

した。明から清に至る経済的発展にともない、全

国的な遠
えん

隔
かく

地
ち

商業と金
きん

融
ゆう

のネットワークが形成され、それらの業務を担
にな

う

山
さん

西
せい

商人や徽
き

州
しゅう

（新
しん

安
あん

）商人が台頭した。

　さらに福
ふっ

建
けん

省
しょう

のサトウキビ栽培による製
せい

糖
とう

業
ぎょう

、景
けい

徳
とく

鎮
ちん

の陶
とう

磁
じ

器
き

生産とい

った地域の特産物もさかんに生産された。また、17世紀頃からアメリカ大

陸原産のトウモロコシやサツマイモといった新作物の栽培が始まり、山地

の開
かい

墾
こん

が進んだ。一方で、16世紀以降には、海外貿易により日本やアメリ

カ大陸から銀が大量に流入した結果、商工業が活性化されたほか、貨
か

幣
へい

経

済が農村にも浸
しん

透
とう

して税の銀
ぎん

納
のう

化
か

が進んだ。このような経済発展が18世紀

の人口増加を支えた。もっとも、日本と比べて広大な国土を抱え、多様な

（→p.6）

A （ハンチョウ） （テンチン）

（スーチョウ）

B

（フーチエン） （チントーチェン）

（→p.25）
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 手工業の発達

 どのような製品をつくっているところだろうか。
『天工開物』は日本に輸入されて多くの著述に引

用されたり、和
わ

刻
こく

本
ぼん

というかたちで刊行された。江
戸時代の日本経済の特徴（→p.22）から、その理由をあげ
てみよう。

は遠隔地商人の交易ルートを示している。ルートが密になっているのはどの
地域だろうか。

より、「金華の同郷者たち」が蘇州に会館を建てようとした理由は何だろうか。

明代の宋
そう

応
おう

星
せい

による図解入りの産業技術書『天
てん

工
こう

開
かい

物
ぶつ

』の一部。（東洋文庫蔵）

 商業ルートの発達
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明清時代の主要商人集団
綿織物業中心地
生糸・絹織物業中心地

主要交易ルート
大運河

山西商人

徽州商人

南  シ  ナ  海

福建省
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18～19世紀のヨーロッパでは、建築・家具・食
器などの分野でシノワズリと呼ばれる中国風の美
術工芸品が流行した。中国へのあこがれと異国趣
味のあらわれであった。写真はドイツのポツダム
にあるサンスーシ宮殿の中国風茶屋。

 シノワズリ

 サツマイモの伝来
日本ではサツマイモ、薩

さつ

摩
ま

ではリュウキュウイモ、
琉
りゅう

球
きゅう

ではカライモ（唐芋）と呼び、名前の変
へん

遷
せん

がそ
のまま日本への伝

でん

播
ぱ

したルートを示している。

 大運河
6世紀末から 7世紀初めの隋

ずい

の時代に原形がつ
くられ、中国の南北の流通網

もう

として重要な役割を
担った。

金華は文教の盛んな町というが、
浙
せっ

東
とう

の端
はし

に位置し、土地はやせて
人口は多く、遠

えん

隔
かく

地
ち

商業にたずさ
わる者は３分の１を占める。……
蘇
そ

州
しゅう

にいる金華出身者は同郷人の
来訪をよろこび、金華から到来し
た者も同郷人を頼りに集まってく
る。……乾

けん

隆
りゅう

９年〔1744年〕金華の
同郷者たちは、〔蘇州に〕会館を建
てようと合議し、資金を出し合い
……建材をそろえ、職人を集め、
壬
じん

申
しん

の年〔1752年〕に完成した。

3  徽州商人の交
こう

易
えき

ルート

 金
きん

華
か

会
かい

館
かん

碑
ひ

記
き
（大意、1752年）
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 大運河沿いに並ぶ商店の看
かん

板
ばん

の文字を読んでみよう。どのような商品が取り引
きされたのだろうか。

 看板に「行
こう

」という文字がみられるが、これは何を意味するのだろうか。

「姑
こ

蘇
そ

繁
はん

華
か

図
ず

」（部分、徐
じょ

揚
よう

）

この絵は18世紀の清
しん

代の江
こう

南
なん

地方にある蘇
そ

州
しゅう

（姑蘇）の様子を描
えが

いたものである。大
運河が通り、水上交通の要

かなめ

であった蘇州には無数の船が往来し、経済や文化の中心
として繁

はん

栄
えい

をきわめた。18世紀中頃には人口は50万人に達した。

（スーチョウ）

繁栄する18世紀の東アジアのなかで、中国
と日本の共通点と相

そう

違
い

点
てん

はどこにあったのだ
ろうか。

2

18世紀の中国経済の発展に、どのような商
品やモノが影響を与えたのだろうか。

1

テーマへの
アプローチ

徳
とく

川
がわ

幕
ばく

府
ふ

の仕組みは、どのようなかたちで経
済の発展に影響を与えたのだろうか。

3

中国（清） 「
四
つ
の
窓
口
」

長
崎（
オ
ラ
ン
ダ
・
清
）、
対
馬（
朝
鮮
）、
薩
摩（
琉
球
）、
松
前（
ア
イ
ヌ
）

日本

1716 享保の改革（～45）

1721 株仲間の結成（を公認）

1722 定免法の採用

1724 キリスト教全面禁止／この頃、地丁銀制
実施

1732 享保の飢饉

1757 欧米船との貿易を広州に限定

1767 田沼時代（～86）

1782 天明の飢饉

1783 浅間山大噴火

1787 寛政の改革（～93）

1792 ロシア使節来航

1793 イギリス使節、乾隆帝に謁見

1796 白蓮教徒の乱（～1804）

18世紀の中国と日本では、
商品生産と流通網はどのように発達したのだろうか？

18世紀の東アジアにおける社会と経済
1

■A■2 ■B■3 ■B■4

■5

■1

近代化

は蒸気船全盛と考えが
じて活
数で上

手段とそ
量の指数
小麦輸入
は、速
段（馬
術革新が
は馬車
の表に
5のよ

知られるようになった）

近

じ
数

手
量
小
は
段
術
は
の
5

知られるようになった）。
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出し合い」）、宿泊施設を設けたり、故郷の科挙受験者を援
助したりするなど相互扶助（「同郷人を頼りに集まって」）を
おこなった。そのための施設を会館と呼ぶ。
❷4より、「金華の同郷者たち」が蘇州に会館を建てよう
とした理由は何だろうか。
解答例  同郷者たちが、情報交換や相互扶助をおこなって、
遠隔地商業を進める拠点を必要としたため。
5 シノワズリ
解説  イエズス会宣教師による中国文化や文物の紹介、そ
して中国の絹織物や陶磁器などへのあこがれから、シノワ
ズリがヨーロッパの上流社会で流行した。産業革命が始ま
るまでは、工業製品などにおいて、ヨーロッパよりも中国
の方が上回っていたことのあらわれである。
アプローチ1解答例  桑や綿花などの商品作物栽培により
絹織物・綿織物業が発展し、砂糖や陶磁器なども生産され
た。トウモロコシやサツマイモなどの新作物が栽培され、
日本やアメリカ大陸の銀が流通した。
C 18世紀の人口増加
6 中国・日本の推定人口の推移
解説  日本と中国で折れ線グラフの単位が一桁違うので注
意して欲しい。1720年頃までの推移は日中ともに増加し、
その傾向は中国では続いたが、以後日本の人口は減少傾向
となる。日本では17世紀に、平和の到来と江戸や各地の城
下町の建設に牽引されて、経済と人口とが急成長した。し
かし、18世紀に入ると、新田開発の勢いが鈍化し、人口も
停滞を始めた。
❶中国と日本の人口推移の特徴は何だろうか。
解答例  中国は1850年頃まで一貫して人口が増加したが、
日本は1720年頃を境に減少し始め、19世紀以降に増加基調
に転じた。
❷それぞれの特徴が生まれた理由は何だろうか。
解答例  清朝のもとで政治や社会が安定し、商品作物栽培
の進展や手工業生産の発展にともない、絹織物や陶磁器が
輸出されて海外から銀が流入して経済が活性化した。さら
に、トウモロコシやサツマイモの導入により、山地の開墾
が進んで耕地面積が拡大した。日本でも徳川将軍のもとで
秩序が安定し、商品生産の活性化や遠隔地海運が整備され
始め、大坂・江戸・京都の三都を中心に全国市場が確立し
て人口が増加した。しかし、18世紀には年貢収入が停滞し
たうえに米価も下落して、幕府財政がひっ迫するなか、19
世紀に入るまで人口の減少を経験した。
7 洪亮吉『意言』（1793年）
解説「中国のマルサス」と呼ばれる洪亮吉は、18世紀末
の清朝において人口問題を取り上げた人物。明清時代に導
入された新作物であるトウモロコシやサツマイモは、従来
耕作に適さなかった痩せた山地などでの栽培が可能とな
り、耕地面積の拡大に貢献したことで人口が増加した。し
かし、「土地や家屋の増え方は 2倍、よくて 3倍、 5倍で
ある」のに対し、人口は「10倍、20倍と増えてしま」った
結果、新規開拓が盛んであった四川省などで、農民たちの

生活水準が低下した。また、山間部の開墾によって森林資
源が枯渇し、土壌流出などの環境破壊が引き起こされたこ
とで、農民たちの生活が破壊され、四川省を中心とした白
蓮教徒の乱（1796～1804年）の背景となった。
❸7から読みとれる、18世紀の中国が抱えた問題は何だろ
うか。
解答例  耕地面積の拡大よりも人口の増加が上回り、土地
や家屋の不足に人々が苦しんだ。
アプローチ2解答例  遠隔地商業が発展し、貨幣経済が農
村にまで浸透したことは共通しているが、全国的な統一市
場が形成された日本とは異なり、中国では地域ごとの経済
ネットワークが存在していた。

▶（2）18世紀の日本社会
D8 江戸時代の日本の国制
解説  江戸時代の日本には、幕府（公儀）と朝廷（禁裏）とい
う 2つの中心があり、幕府のまわりに260あまりの大名が
連合するという複合国家であった。大名は全国の石高の約
4分の 3を占め、領国において家臣団の編成、立法、徴税、
裁判、民政などの権限を握っていた。さらにここでは身分
制の存在や、朝廷の権威が幕府から自立している点に着目
させたい。明治維新につながる観点となるだろう。
❶現在の日本との違いは何だろうか。
解答例  現在の日本が、 1つの中央政府が全国を画一的に
支配する中央集権国家であるのに対し、江戸時代の日本は、
将軍を含む大名がそれぞれの領国を支配し、大名が将軍に
従うことで 1つの国家をなしている分権的な複合国家だっ
た。
❷この構造が変化した転換点はいつだろうか。
解答例  明治維新。
9 衣食にみる身分の差（『労農夜話』部分）
解説  中国では、科挙に合格することで社会的上昇を果た
し、統治者側に移行することが可能であったが、日本では
身分は固定され、それぞれに応じた振る舞いが求められた。
なお、ここでは「銘々膳」によって食事をとっていること
にも注目させたい。のち大正から昭和初期にかけて、「ちゃ
ぶ台」が普及して、大衆化が進展した（教p.80）ことと対比
する。

▶（3）18世紀の日本経済とその社会
E 全国市場の確立
10 大坂の蔵屋敷（『摂津名所図会』部分）
解説  幕府が大名の妻子を江戸に住まわせ、大名に江戸と
領国を往復させる参勤交代制を敷いたため、大名は江戸の
屋敷を維持するために、領国から大坂に米や特産物を送り、
換金したり、京都でつくられる高級消費財を入手して江戸
に送った。そのため、西国や北陸・奥羽地方の日本海側か
らの米荷が集中した大坂には中之島を中心に諸藩の蔵屋敷
がおかれ、18世紀には100万石～140万石の蔵米が荷揚げさ
れて、堂島の米市場で売買された。諸藩はこれにより貨幣

収入を得た。本図左下の運河から陸揚げした米が、点検さ
れたのち蔵屋敷に運ばれる様子を、1の「姑蘇繁華図」と
対比したい。
11 海運の発達
解説  17世紀前半に大坂と江戸を結ぶ菱垣廻船が生まれ、
後半になると河村瑞賢が出羽国の酒田から江戸に至る東廻
り海運と西廻り海運を整備した。さらに18世紀前半には大
阪と江戸を結ぶ樽廻船も生まれ、菱垣廻船を圧倒した。ま
た、18世紀末頃から、蝦夷地や東北地方と西日本を結ぶ北
前船などの遠隔地海運が発達した。また、17世紀末以降、
中国向けの輸出商品として俵物（いりこ・ふかひれ・干し
鮑）や昆布が重要になり、西廻り海運を利用して運ばれた。
❶なぜ大坂が物資の集散地となったのだろうか。
解答例  西廻り海運などが整備され、年貢余剰米や特産物、
納屋物などが大坂に運ばれて売却されたため。
❷昆布はどこで産出し、どのようなルートでどこまで流通
したのだろうか。
解答例  蝦夷地で産出された昆布は、西廻り海運の北前船
などで日本海沿岸から大坂に流通し、長崎・薩摩藩・那覇
などを経由して中国にまで輸出された。
12 徳川吉宗
解説  徳川家継が 8歳で死去したことで家康以来の宗家が
途絶えたため、紀伊藩主であった吉宗が第 8代将軍となっ
た。側用人による側近政治を改めるなど幕政の立て直しに
努めた。財政政策として、倹約令による支出抑制、上げ米
の令によって参勤交代をゆるめて収入を増やし、検見法に
変えて定免法を取り入れるなどして年貢収納率の向上をは
かった。さらに、吉宗は新田開発によって幕府領の石高を
高め、大坂の堂島米市場の公認や株仲間の公認を通じて物
価の安定と下落をはかり、サツマイモ（甘藷）やサトウキビ
などの新作物を奨励するいっぽう、キリスト教と関係のな
い漢訳洋書の輸入制限をゆるめて殖産興業を進めた。
アプローチ3解答例  幕府と藩が全国を分かち、被支配身
分である百姓から徴収した年貢や特産物を遠隔地海運など
を通じて大坂の蔵屋敷に運び、納屋物とともに売却したこ

とで、全国市場が確立した。
【補足資料】『呉広県志』巻四（1747年）

【補足資料】江南地図

❶盛沢鎮が繁栄するようになった理由を、資料と地図から
読みとってみよう。
解答例  遠隔地商人の集まる蘇州と大運河で結ばれ、市内
にもクリークが張りめぐらされて水運の便が良く、養蚕と
絹織物業が発展したため。

「盛沢鎮。……明代初期には村であり、住民は五、六十
戸ほどであった。嘉靖（1522～66年）の間に住民は倍増し、
絹織物産業によって発展して市と呼ばれるようになった。
今（18世紀半ば）では、住民はかつての百倍にも達し、絹
織物が集まるのも十倍にもなった。四方の大商人が金を
持って買いつけに来ない日はなく、市がたてば船は都市
内部のクリーク（小運河）をふさぎ、人が街路にあふれる。
その繁栄と賑わいは、まさに呉江県内諸都市の第一位で
ある。」（『世界史史料 4』岩波書店、p.150、現代語訳に改変）

長江デルタの江南は、面積約 5万平方キロで九州よりや
や大きめ、中央部の太湖周辺は低湿な水郷地帯で稲作と
共に養蚕が盛ん。やや土地の高い東部は綿作の中心。（岸
本美緒『東アジアの「近世」』世界史リブレット13、山川出版
社）
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1716（享
きょう

保
ほう

元）年、8代将軍徳川吉
よし

宗
むね

は、年貢増収による幕府財政の立て直

しをめざして、様々な経済政策を実
じっ

施
し

した（享保の改革）。その結果、幕府

の年貢収納率は上昇し、18世紀半ばには頂点に達した。

　17世紀末には全国各地で商品生産が活性化し、西廻
まわ

り海運などが整備さ

れて、大
おお

坂
さか

・江戸・京都の三
さん

都
と

を中心に年貢米や特産物が流通する全国市

場が確立した。とくに大坂は「天下の台所」といわれ、年貢余
よ

剰
じょう

米や専売

品とされた特産物などが運ばれた。蔵
くら

屋
や

敷
しき

に保管された商品は、大坂の市

場で高値となった際に売却された。このほか生産者から在
ざい

郷
ごう

商人を通して

運ばれる商品（納
な

屋
や

物
もの

）も地域市場や大坂市場に運ばれた。この結果、大坂

は全国の物資集散地として栄えた。さらに、17世紀以降に発達した江戸・

大坂間の海運（菱
ひ

垣
がき

廻
かい

船
せん

・樽
たる

廻船）に加え、18世紀末頃には蝦
え

夷
ぞ

地
ち

や東北地

方と西日本を西廻りで結ぶ北
きた

前
まえ

船
ぶね

のような遠
えん

隔
かく

地
ち

海運が発達し、昆
こん

布
ぶ

など

蝦夷地海産物の西日本での流通や長
なが

崎
さき

での輸出（俵
たわら

物
もの

）がさかんになった。

　一方、商品作
さく

物
もつ

生産の奨
しょう

励
れい

によって、貨
か

幣
へい

経済が都市だけでなく農村に

も浸
しん

透
とう

し、土地を集積する有力百姓と農業経営に失敗して田畑を失った小
こ

百
びゃく

姓
しょう

への分化が生じた。さらに18世紀後半には凶
きょう

作
さく

や飢
き

饉
きん

がしばしばおこ

り、人口が停滞するとともに、困
こん

窮
きゅう

した百姓や貧民による一
いっ

揆
き

や打ちこわ

しが各地で発生した。しかし、19世紀に入ると、織
おり

物
もの

業
ぎょう

や製
せい

糸
し

業
ぎょう

といった

農村工業が発達し、地域間の分業と交
こう

易
えき

にもとづく経済成長が本格化して、

再び人口増加が始まった。
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  徳川吉宗（1684～1751）
紀
き

州
しゅう

徳川家から8代
将軍となり、享保の
改革に取り組んだ。
幕府財政の立て直し
につとめる一方で、
積極的な人材登

とう

用
よう

や
法制度の整備をおこ
なった。また、流通
統制政策を開始し
た。（德川記念財団蔵）

 享保の改革
年貢率の決め方を毎年作

さく

柄
がら

を調べる検
け

見
み

法
ほう

から、
過去の平均を基準とする定

じょう

免
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法
ほう
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しん

田
でん

開発
による米の増産をめざした。また、綿

わた

作
さく

などの商
品作物の生産を奨励し畑地からの年貢増収もおこ
なった。そして商業統制のために商人や職人の仲
間を株

かぶ

仲
なか

間
ま

として公認し、かわりに営業税（運
うん

上
じょう

・冥
みょう

加
が

）を徴
ちょう

収
しゅう

した。

 俵物
俵につめられた、いりこ・ふかひれ・干

ほ

し鮑
あわび

とい
った海産物。
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気候風土や歴史的多様性をもつ中国では、地域ごとの経済ネットワークが

存在しており、全国的な統一市
し

場
じょう

が形成された日本とは状況が異なる点も

あった。そして、山地の開
かい

墾
こん

によって環境破壊が引きおこされる一方で、

人口の増加にみあった耕地面積の拡大はなされず、生活水準が低下する農

民もあらわれた。

18世紀の日本社会
江
え

戸
ど

時代の日本では、古代からの王権である

天皇（朝
ちょう

廷
てい

）が祭
さい

祀
し

などをおこなう一方、政治

の実権は17世紀初めに全国を統一した徳
とく

川
がわ

将
しょう

軍
ぐん

（幕
ばく

府
ふ

）にあった。全国は幕

府の直
ちょっ

轄
かつ

領
りょう

と、二百数十におよぶ大
だい

名
みょう

が内政をおこなう藩
はん

にわかれ、将軍

は大名を臣
しん

従
じゅう

させて彼らへの軍事指
し

揮
き

権
けん

を握り、天皇の権
けん

威
い

をよりどころ

として全国を支配した。

　人々は身分集団に属し、身分は基本的に世
せ

襲
しゅう

された。支配身分である武

士は将軍、大名とその家臣からなり、家臣は城
じょう

下
か

町
まち

に集住して行政を担
にな

っ

た。人口の大部分は被支配身分であり、村で農業などをおこなう百
ひゃく

姓
しょう

、町

で商業や手工業をおこなう町
ちょう

人
にん

、そして被差別身分を含む多様な小
しょう

規
き

模
ぼ

の

身分集団があった。それぞれの身分に応じた役割を担うことが美
び

徳
とく

とされ、

とくに生産者である百姓は年
ねん

貢
ぐ

を負担する役割を負った。幕府と藩はそれ

ぞれの支配地において、検
けん

地
ち

帳
ちょう

に記載された百姓の土地の耕作権と所持権

を保
ほ

障
しょう

して村ごとに年貢や諸
しょ

役
やく

を課し、年貢米
まい

から武士の俸
ほう

禄
ろく

を支給した。

18世紀の日本経済とその変容
江戸時代における幕府収入の中心

は、書類上の年間収
しゅう

穫
かく

高
だか

である石
こく

高
だか

で、直轄領400万石から納められる年貢であった。18世紀になると年貢

収入が停
てい

滞
たい

したうえに米
べい

価
か

が下落したため、幕府の財政が逼
ひっ

迫
ぱく

しはじめた。

D

5

10

15

20

 中国と日本の人口推移の特徴は何だろうか。
 それぞれの特徴が生まれた理由は何だろうか。

 衣食にみる身分の差（『労農夜話』 部分）
左から順に、貴人（公

く

家
げ

）・侍
さむらい

（武士）・農夫・商人・
僧・職人とおのおのの食

しょく

膳
ぜん

が描
えが

かれている。身分
によって服装や髪型、食膳の大きさなどが異なっ
ている。（東京大学史料編

へん

纂
さん

所蔵）

 18世紀の人口増加

（年）

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

日本

・
1800

・
50

・
1700

・
50

・
50

・
80

・
1600

中国

1億6000万人

4億3610万人

3451万人

1700万人

日本（単位：100万人）
中国（単位：1000万人）

（深尾京司ほか編『日本経済の歴史2』、曹樹基『中国人口史5』より作成）

 現在の日本との違いは何だろうか。
 この構造が変化した転換点はいつだろうか。

 江戸時代の日本の国制
徳川幕府

朝廷
主従関係

大名大名

家臣

旗本

将軍天皇

大名

百姓・町人

図の白い丸は人々、三角形は個々の大名の領
りょう

国
ごく

（藩）、直線は主
しゅ

従
じゅう

関係を
示す。徳川将軍はもっとも大きな大名でもあった。将軍や大名の家臣の
なかには領地を分け与えられ、直接におさめるものもあった（濃い三角）。

から読みとれる、18世紀の中国が抱え
た問題は何だろうか。

祖先の代には、土地や家
か

屋
おく

に余裕があり
利用し残している部分もあったかもしれ
ないが、土地や家屋の増え方は２倍、よ
くて３倍、５倍である。しかし人口は、
同じ時間に10倍、20倍と増えてしまう。
したがって、土地や家屋はつねに足りな
くなり、人の数は余ってしまうのだ。

（岸本美緒・宮嶋博史『明清と李朝の時代』）

 中国・日本の推定人口の推移

 洪
こう

亮
りょう

吉
きつ

『意言』（1793年）

■9

■C■6 ■D■8 ■E■10 ■E■11

■C■7

■12

現代の歴史総合 みる・読みとく・考える
教師用指導書 授業実践編
B5判・256頁（予定）・２色刷・付属データ集DVD-ROM付

1教科書に掲載の「テーマ全体の問い」にもとづいた授業の目標です。
2「テーマ全体の問い」に対する解答例です。200字程度にまとめ
ています。

3問いごとの観点別評価です。
4「導入」「展開」「まとめ」ごとのタイムテーブルです。
5「学習活動」は、生徒が主体的におこなう活動について解説して
います。アプローチや問いを参照し、本文も参考にしながら適宜
グループワークや隣の生徒と意見交換をおこなって、発言したり
まとめたりします。

6アプローチ1～3の場所は、準拠ノートとも一致しています。
7「指導上の留意点」は、生徒への問いかけ例や授業の進め方につ
いて解説しています。

8資料の解説です。適宜生徒へのサポートにお役立てください。
9教科書に掲載されている問いとその解答例です。生徒が答えられ
る範囲の解答例になっています。

10「テーマへのアプローチ」は、それぞれ授業の区切りのところで
まとめるよう、解答例は適切な場所に設けています。

11補足資料も適宜ご用意しています。
※参考文献は、入手しやすい新書やリブレットを中心に紹介してい
ます（指導書巻末に掲載）。

歴総 708準拠

本教科書の特色である資料と問いについて、全ての資料解説と問いの解答例を掲載しています。
単元ごとの授業の展開例や参考文献など、授業準備を全面サポートする充実の内容です。

※紙面は制作中のものです。

4

1

2

3

86

9

105 7

11

8

9

16 17

指導用サポート

々の生活や社会の変化について考
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1 アメリカの雑誌に掲載された風刺画（『Puck Magazine』
1883年）

解説  上 の 4 人（SAGE,FIELD,GOULD,VANDERBIL）は
著名な資本家で、大きく膨らませたお腹にはドルマークが
描かれている。下で支えている人々は労働者だろう。一様
に苦しそうな姿勢をとらされている。両者の間には“IRON 
WORKER $ 7  A WEEK”など、業種ごとの平均週給も書
き込まれている。労働者の足元に寄せる波間の文字は
“HARD TIMES”と読める。原題は“The protectors of our 
industries”である。
❶上の人々と下の人々の、対照的な点は何だろうか。
解答例  服装（正装－作業服）、姿勢（満腹そうに座り込む
－苦しそうに支えている）、人数（少－多）などが対照的。
❷このような境遇の違いが生じたのはなぜだろうか。
解答例  機械制生産の拡大にともなって成立した資本家と
労働者の関係（資本主義）が一因としてあげられる。

2 イギリスの労働力の割合（単位：％）
3 イギリスの国民総生産に占める産業ごとの割合
（単位：％）

解説  19世紀を通じたイギリスの産業構造の変化を読みと
りたい。労働力の面では、サービス業に大きな変化がない
一方で、農業から工業への転換が見受けられる。生産量の
面でも、農業の割合は大幅に減り、工業・サービス業が割
合を増やしている。なお、労働力の割合の推移については、
教p.13に日本とアメリカの統計があるので比較するとよ
い。
❶23のグラフから、イギリス社会のどのような変化が読
みとれるだろうか。
解答例  19世紀に労働力でも生産量でも農業の割合が減
り、工業・サービス業が大きな部分を占めるようになった。
4 技術革新と交通手段の改良
解説  綿工業については表の右下の工程（紡績・織布・綿

本時の目標●生産技術の革新や交通・通信手段の発達がどのように展開したか理解し、それらが世界へもたらした影響に
ついて考察する。
解答例  生産技術の革新によって機械が生産の中核を担うようになり、熟練の必要がない労働者と出資する資本家の関係
を軸とした資本主義が誕生、労働者の環境を改善すべく社会主義も出現した。イギリスの技術革新への焦りから他国にも
産業革命は波及して資本主義国が増加した一方、産業革命に至らなかった地域は原料供給地や製品市場として世界規模の
ネットワークへ組み込まれ、経済的な世界の一体化が進んだ。技術革新は交通と情報の分野にもおよび、貿易の拡大だけ
でなく、移民や旅行といった人の移動も急増させ、また列強による遠方地域の植民地化を可能にした。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
導入1①、導入23①、B8②、
C13②、D14①、E1618①、F21②

導入1②、A5①、A6②③、
B8①③、C3①、E17②、F22①

B8④、E16③

学習活動 指導上の留意点

導
入

　5
分

●㋐1の風刺画をみて、上と下の人々の対照的な点を書き出す
　上と下の人々の境遇の違いが生じた原因を想像する。
●㋑産業革命に関連する単語をあげ、グループで共有する。

●㋐適宜ヒントを与え、服装や人数の違
いに気づかせる。
●㋑中学校で学んだ産業革命が一因であ
ることを示唆し、産業革命に関係する
単語をあげさせる。

展
開

　25
分 

 

5
分

アプローチ1 産業革命は、なぜイギリスで始まったのだろうか。
▶（1）技術革新
●㋒A5から資本があったこと、A6から綿製品の輸入代替化には大きな商
機があったことを読みとる。
●㋓一般論として、生産意欲や技術革新への気運が高まる（≒大量に作りたく
なる）要因となるものを考えたうえで、権利の章典による私的所有権の保証
がイギリスの人々の意欲を高めたことを理解する。
●㋔大量生産に向く商品について考察し、機械化することの効果を理解する。

●㋕4から技術革新が連鎖的に生じ、産業革命が急速に進展したことを知る。

▶（2）社会の変化
●㋖機械化によって失業する人もいるなど負の側面に気づく。
●㋗機械化による労働の質の変化を理解し、その影響について考察する。
●㋘B8～10を読みとき、多くの子どもが働くことになった背景を考察し、
機械化の影響のひとつであることを理解する。
　子どもを含めた労働者が資本家に対して圧倒的に不利であった状況を理
解し、それを改善する方策について考察する。 　また、改善をめざす
のが社会主義であることを知る。
●㋙11などから石炭の導入（エネルギー革命）による新たな問題に気づく。
▶（3）他国への産業革命の普及
●㋚イギリスの機械化による他国の焦りが、産業革命を波及させたことを理
解する。また、遅れを解消したい他国がとる方策についてC13、15から考
察する。
●㋛後発資本主義国のうちドイツ・アメリカなどはイギリスの後追いでな
く、重化学工業へ移行したことを知り、その分野ではイギリスが立ち遅れ
てしまう背景を理解する。
　産業革命に至った国とそうでない国や地域の、その後の関係を推測する。

●㋒イギリスが他より諸条件を満たして
いたことを指摘し、その諸条件を具体
的に考えさせる。
●㋓権利の章典について、私的所有権に
しぼって解説する。
●㋔現在において大量生産するならどん
なものがよい（儲かる）だろうか？と問
う。
●㋕紡績と織布の 2過程について解説し
て連鎖性の理解を助ける。
●㋖機械化で困った人は？と問う。
●㋗機械化は働く人々にどのような変化
をもたらしたか？と問う。
●㋘生産システムとしての資本主義を解
説する。そして、資本家と労働者の関
係が変化するにはどのような方策が必
要か考えさせる。
●㋙産業革命の負の側面として11を紹介
する。
●㋚イギリスの機械化をみて他国の人は
どう思ったか？　彼らはどう行動する
か？と問う。
●㋛D14から、イギリスに数十年遅れた
国々が、逆に電力など新技術を活用し
て機械化できたことを指摘し、後発が
一方的に不利だとは限らないこと（後
発性の利益）を示唆する。

産業革命 教p.28～33

18世紀から始まる技術革新の波は、世界をどのように変えたのだろうか？3
10
分
アプローチ2 産業革命は世界の結びつきをどのように強めたのだろうか。
▶（4）交通と情報の革命
●㋜E16、20から19世紀後半の世界を結びつけた交通機関を知る。またE17、
18から新ルートによって各地間の時間的距離が短縮されたことを知る。
　これら交通機関が、原料や商品を運ぶ以外でどう用いられたかを想像す
る。 　そして、移民や外国旅行、探検、のちの植民地化にもおよんだ
ことを知る。
●㋝F21から電信ケーブルの急速な整備の状況を知り、F22と教p.445から、
そのおもな担い手がイギリスであったことに気づく。
　電信ケーブルを介してどのような情報がやり取りされたか想像する。

●㋜どうすれば大量生産を利益に結びつ
けられるか？と問い、原料や商品を速
く大量に運ぶ必要性を認識させ、機械
化が交通機関発達を促したことを理解
させる。
●㋝遠方との商取引や海外植民地の支配
をおこなううえで、交通機関とともに
必要なものは？と問い、情報の移動に
着目させる。

ま
と
め
5
分

アプローチ3 産業革命によって人々は豊かになったのだろうか。それとも
貧しくなったのだろうか。
①これまで学んだことを参考に、豊かになった面／貧しくなった面を各自
で複数あげグループや全体で共有し、最後に豊かさについて考察する。

●多面的・多角的に考えられるよう、
適宜ヒントを与える。
●そもそも豊かさとは？と問う。
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 技術革新と交通手段の改良

綿
工
業

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命

交
通
革
命

1733
ジョン=ケイ
（飛び杼）

1764頃
ハーグリーヴズ
（ジェニー紡績機）

1769
アークライト
（水力紡績機）

1779
クロンプトン

（ミュール紡績機）

1785
カートライト
（力織機） 1793

ホイットニー（米）
（綿繰り機）

1712
ニューコメン

（炭鉱排水用の蒸気機関）

1765～69
ワット

（蒸気機関改良）

1709
ダービー父子のコークス燃料による製鉄法
製鉄業・石炭業・機械工業の発達

1804
トレヴィシック
（蒸気機関車）

1814
スティーヴンソン
（蒸気機関車）

1807
フルトン（米）
（蒸気船）

1830
マンチェスター・リヴァプール間に

公共鉄道

1825年実用化

紡績 織布 綿つみ

と ひ

 上の人々と下の人々の、対照的な点は何だろうか。
 このような境

きょう

遇
ぐう

の違いが生じたのはなぜだろうか。
のグラフから、イギリス社会の

どのような変化が読みとれるだろうか。

 アメリカの雑誌に掲載された風
ふう

刺
し

画
が
（『P

パ ッ ク

uck M
マ ガ ジ ン

agazine』1883年）

産業革命は世界の結びつきをどのように強
めたのだろうか。

2

産業革命は、なぜイギリスで始まったのだ
ろうか。

1

テーマへの
アプローチ

産業革命によって人々は豊かになったのだ
ろうか。それとも貧しくなったのだろうか。

3

 イギリスの労働力の割合（単位：％）

 イギリスの国民総生産に占める産業
ごとの割合（単位：％）

35 29 36

23 39 38

1801

1841

1901

（年）

9 54 37

農業 工業 サービス業

1801

1770

1841

1901

（年）

32 23 45

45 24 31

22 34 44

6 40 54

農業 工業 サービス業

（宮崎犀一ほか編『近代国際経済要覧』より作成）

（宮崎犀一ほか編『近代国際経済要覧』より作成）

18世紀から始まる技術革新の波は、
世界をどのように変えたのだろうか？

産業革命
3

産業革命 293

技術革新
18世紀半ばから19世紀初めにかけてイギリスでは、綿

めん

工
こう

業
ぎょう

（紡
ぼう

績
せき

業
ぎょう

・織
しょく

布
ふ

業
ぎょう

）をはじめとして、新しい技術がつぎ

つぎと開発され、これらが実用化されていった。この事象は、のちに産業

革命と呼ばれることになる。

　産業革命がイギリスで始まったのは、17世紀末の「権利の章
しょう

典
てん

」によっ

て私的所有権が事実上保証されたため、人々のあいだに生産意欲や技術革

新への気
き

運
うん

が高まったことと、大
だい

航
こう

海
かい

時代を経てアフリカとラテンアメリ

カをヨーロッパと結ぶ貿易（大西洋三角貿易）が確立され、富の蓄
ちく

積
せき

が進ん

でいたからである。また、綿工業で産業革命が始まったのは、当時インド

産の手織り綿
めん

織
おり

物
もの

（キャラコ）がブームを巻きおこしており、それに匹
ひっ

敵
てき

す

る品質の綿織物を国内で生産して輸入代
だい

替
たい

工業化に成功すれば、大きな商
しょう

機
き

になったからである。

　産業革命を推進したのは、化石燃料（当時は石炭）を動力源とする蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

を用いた大
だい

規
き

模
ぼ

な生産装置（機械）の発明である。綿工業では、まず紡績

機械がつぎつぎに発明され、綿
めん

糸
し

が大量かつ安
あん

価
か

に供給できるようになっ

たため、今度は織布過程の機械化が実現された。このように技術革新が連
れん

鎖
さ

的
てき

に生じたため、産業革命は急速に進展することになった。

　機械制生産は手工業生産に比べると圧倒的に生産性が高く、製品を安価

に生産できたため、多くの産業部門で手工業生産を圧迫した。手工業を担
にな

う職人たちは、機械や工場を破壊して抵抗する場合もあったが、機械化の

動きをとめるには至らなかった。

社会の変化
産業革命によって広がった機械制生産は、社会を大き

く変えた。それまでの手工業生産は、小規模な作業場

で、人力を動力源とする道具を用いて、生産に関する知識（熟
じゅく

練
れん

）を体得し
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 キャラコ熱

 キャラコ禁止法
これは1721年のイギリスの法律からの抜

ばっ

粋
すい

である。軽
くて通気性がよいインド産の綿織物（キャラコ）は、17世
紀にイギリスで一大ブームを巻きおこした。

第３条　1722年12月25日以降、いかなるものであ
っても、グレートブリテン〔イギリス〕の内部で、
色付きのキャラコを着用したり、ベッド・椅

い

子
す

・
クッション・カーテンそのほかの家具や家財道具
として利用したりした場合は、グレートブリテン
通
つう

貨
か

で20ポンドの罰
ばっ

金
きん

を支払うものとする。

 この通称「キャラコ熱」をよく思わなかったのはどのような人々だろうか。
の条文で詳

しょう

細
さい

まで定めたのはなぜだろうか。

 権利の章典
イギリスでは、17世紀にピューリタン革命
（1642～49年）と名

めい

誉
よ

革命（1688～89年）とい
う 2つの革命が生じ、立

りっ

憲
けん

君主政が確立した。

 輸入代替工業化
輸入されている工業製品を国内で加工・製造する
ことで工業化を進める経済政策路線。価格競争力
をもつ製品の製造と輸出を優先する輸出指向型工
業化と対

たい

置
ち

される。

のような貿易が続くと、それぞれの地域にど
のような変化がもたらされるだろうか。

 大西洋三角貿易

大西洋

太
平
洋

カ
リ
ブ海

北アメリカ

アフリカ

ラテンアメリカ 0°（赤道）

砂糖・綿花

奴隷

武器・綿製品
西インド諸島

 茶を飲むマンチェスター近郊の工
こう

女
じょ

たち
産業革命期のイギリスでは、カリブ海の西インド
諸島などから輸入した砂糖を入れた茶を、労働者
が手軽なカロリー源として飲むようになった。
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▶現代の歴史総合 みる・読みとく・考える 教師用指導書 授業実践編 見本

1 グループワークやペア
ワークで取り組んでほし
い箇所に「対話」のマー
クを入れています。

2理解させたいこと、考え
たいことを具体的に示し
ています。

3関連する前後のテーマや
参照ページも示している
ので、便利です。

※紙面は制作中のものです。

1
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つみ）に着目したい。飛び杼は機械とはいえないが、織布
の効率を 3～ 4倍にし、綿糸不足をまねいた。このことが、
続く紡績機の改良・発明を促し、それによって綿糸が余る
と、織布に蒸気機関を導入した力織機が開発された。以上
の綿工業の効率化が、原料（綿花）の入手の効率化を必要と
し、綿繰り機の発明につながった。このような技術革新の
連鎖性が産業革命の進展につながった。

▶（1）技術革新
A キャラコ熱
5 大西洋三角貿易
解説  大航海時代においてヨーロッパは、対アジアでは必
ずしも主導権を握れなかったが、対アフリカ・アメリカで
は経済的・軍事的に優位に立てた。そして大西洋で結ばれ
た経済圏を成立させ、自らの製品をアフリカへ売り、アフ
リカから黒人を奴隷としてアメリカへ運び、その労働力で
砂糖や綿花を生産してヨーロッパへ運び込む、という大西
洋三角貿易で利益を上げた。
❶5のような貿易が続くと、それぞれの地域にどのような
変化がもたらされるだろうか。
解答例  ヨーロッパは自らの製品をアフリカへ売り、三大
陸間の交易も担って利益を上げた。アフリカは多くの人々
を奴隷とされ長期的かつ莫大な損失を被った。アメリカ大
陸はモノカルチャー経済へと陥り、奴隷問題が残った。
6 キャラコ禁止法
解説  “キャラコ”の名称はカリカットに因む。東インド会
社がもたらしたインド産の綿織物は、軽くて通気性や吸湿
性、肌触りがよく、染色も容易で加工しやすかったことか
ら人気となった。綿・絹・毛・麻といった各種織物の特徴
については、現在の高校生が身に着けている衣服等と関連
づけておさえておきたい。
❷この通称「キャラコ熱」をよく思わなかったのはどのよ
うな人々だろうか。
解答例  イギリスの伝統産業である毛織物工業の関係者
は、毛織物の競争相手となる綿織物を歓迎しなかった。
❸6の条文で詳細まで定めたのはなぜだろうか。
解答例  たとえばカーテンとして輸入して国内で衣服に加
工して販売するといった方策を妨げるためである。
7 茶を飲むマンチェスター近郊の工女たち
解説  工女たちが働く工場では、インドやアメリカ大陸か
ら輸入した綿花を輸出品としての綿製品へ加工している。
彼女たちが飲んでいるのは、西インド諸島産の砂糖を入れ
た東インド会社が輸入したアジア産の茶である。この絵は
経済における世界の一体化の縮図のような光景である。
アプローチ1解答例  他の国や地域と比べ、人々の生産意
欲や技術革新への気運が高かったこと、大西洋三角貿易に
よって新しい生産様式（機械）の普及に必要な富が蓄積され
ていたこと、折りからのキャラコブームが輸入代替工業化
への動機づけとなったことなどがあげられる。また、石炭
や鉄鉱石といった必要な資源にも恵まれていた。

▶（2）社会の変化
B 働く人々の境遇
8 児童労働法（フランス、1841年）
9 イギリスの炭鉱で働く子ども
10 「イギリスの白人奴隷たち」と題された絵（工場で働く子ども）
解説  機械制生産の広がりにともない、働く人々に特段の
熟練は要求されなくなった。これにより、より低賃金で雇
える女性や子どもの雇用が進み、成人男性の失業も生じた。
女性や子どもの雇用を促進した背景には低賃金のほかに
も、機械の調整・修理などに筋力より繊細さが求められた
ことや、狭い坑道で働くのに小さな身体が適していたこと
（9）、腕力や権力によって制御しやすかったこと（10）もあ
げられる。
❶なぜ多くの子どもが労働者として働くことになったのだ
ろうか。
解答例  低賃金で雇えたこと、炭鉱では小さな身体が適し
ていたこと、大人より支配しやすかったことなどが要因と
してあげられる。
❷このような法令が出された背景には、どのような労働環
境があったのだろうか。
解答例  この法令で許容された内容もかなり過酷だが、実
態はこれ以上にひどい環境であったからこの法令が出され
たと考えられる。
❸児童労働は家族のあり方にどのように影響しただろう
か。
解答例  児童労働による賃金が家族収入の重要な一部と
なったため、多産家族が家族の望ましい形態となった。
❹みなさんがこの当時の環境で生きていたら、どのような
生活が待っていたのだろうか。
解答例  学校にもほとんど行けず、劣悪な労働環境のなか
で長時間労働を強いられ、得た賃金は家族の生活のために
支出された。
11 岩倉使節団がみた19世紀のイギリス
解説  同時代の日本人によるイギリス都市の描写は興味深
い。この引用箇所では、イギリス都市の環境の劣悪さと工
業の発達、人々の健康状態の悪化といった三者が関連づけ
られている。
12 エンゲルス
解説  （省略）

▶（3）他国への産業革命の普及
C13 「ドイツがとるべき工業化の道」（1814年）
15 ドイツ関税同盟
解説  リストは保護貿易と結びつけられがちだが、それを
万能だと考えていたわけではない。資料13においてリスト
は、当時のドイツは資料中の第 2段階にあるとして保護貿
易を主張したのであり、このような段階の根拠を歴史に求
めている。それは、当時すでに第 3段階にあるイギリスも、
かつては航海法やキャラコ禁止法などの保護主義をとって
いたことを指している。リストは1825～32年にアメリカへ

亡命しているが、当時のアメリカは商工業中心の北東部に
よる保護貿易の主張と、プランテーション中心の南部が主
張する自由貿易で対立していた（のちの南北戦争の争点の
ひとつ）。滞在先での経済学者との交流は、帰国後のドイ
ツ関税同盟結成などの活動に影響を与えたと思われる。な
ぜならドイツにおいても、ユンカー主導の封建的な農業が
のこっていた東部と、工業化が始まっていたラインなど西
部が併存しており、前者が穀物輸出を考えて自由貿易を、
後者が先進のイギリスの製品を排したいために保護貿易を
主張していた。当時のアメリカ内とドイツ内には相似した
構図の対立があったのである。
❶この時期に国をあげて工業化を進めたのは、どのような
動機にもとづいていたのだろうか。
解答例  工業化が政治的・経済的な国力につながるととら
えられ、国としての発展を重視するなかで、政府による介
入が進んだ。
❷リストは13で、どのような段階で経済体制を変化させる
べきと述べているだろうか。
解答例  第 2 段階から第 3段階へは、国内産業が発達し、
国際競争力が強化された後に移行すべきとしている。
D14 アメリカの大規模な石油プラント（1905年）
解説  写真はペンシルバニア州のもの。川沿いの建造物や
煙突に加え、うっすらと煙もみえる。第 2次産業革命の中
心となった重化学工業は、第 1次産業革命の中心産業で
あった繊維などの軽工業と比べると巨額の資本を必要とす
るため、企業の集中や独占を促す傾向があった。第 2次産
業革命をリードしたドイツとアメリカでは独占資本の形成
が進み、国政へも影響をおよぼした。
❶アメリカの第 2次産業革命の中心産業は何だろうか。
解答例  鉄鋼・機械・造船などの重化学工業が中心産業
で、蒸気力・石炭ではなく電力・石油を動力源とした。

▶（4）交通と情報の革命
E 交通手段の発達
16 オーストリアの画家が1891年に描いた絵
17 スエズ運河開通による航路ごとの距離（単位：マイル）
18 1869年のスエズ運河開通を描いた絵
解説 16はエミール ジェイコブ シンドラーの版画「世
界一周旅行」である。世界旅行の手段として蒸気機関車や
蒸気船が描かれており、周囲には日本も含めていろいろな
国旗がみえる。地図はヨーロッパを中心に描かれており、
スエズ運河を通るルートが示されている。17からはスエズ
運河の開通がヨーロッパとアジアの時間的距離を一気に縮
めたことが読みとれる。その分、高額な通行料を課すこと
ができ、スエズ運河株の重要性も高かったため、エジプト
からイギリスへの株式売買事件（1875年、教p.60）もおこっ
た。現在のスエズ運河の通行料を調べてみるのも生徒の関
心を高められるかもしれない。
❶1618のそれぞれに描かれている交通手段をあげてみよ
う。
解答例  どちらにも蒸気船が描かれ、16には蒸気機関車も
描かれている。
❷スエズ運河の開通がもたらした効果には、どのようなも
のがあるだろうか。
解答例  ヨーロッパとアジアの往来にかかる時間・燃料コ
ストを大幅に削減した。
❸16の絵にふさわしいタイトルを、「世界」という語を使っ
て表現してみよう。
解答例  生徒に自由に表現させる（原題は「世界一周旅行」）。
19 スティーヴンソン（1781～1848）
解説  （省略）
20 ロコモーション号
23 イギリス鉄道網の拡大
解説  絵には蒸気機関車の横を競って走る馬車や犬が描か
れている。この時のロコモーション号は時速18kmで、現
在の鉄道と比べると遅いが、従来の馬車よりも速く大量に
運べることを証明した。この 5年後に世界初の公共鉄道が
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をもたらすため、各国は、一刻も早く、必要であれば政府が介
かい

入
にゅう

してでも、

産業革命を実現しようと試
こころ

みた（上からの産業革命）。こうして産業革命に

成功した国は後
こう

発
はつ

資本主義国と呼ばれるが、その例としてはベルギー・フ

ランス・アメリカ合衆国・ドイツ・日本・ロシアなどがあげられる。

　このうちドイツでは、イギリスに対抗するため、政治的統一に先がけて

ドイツ関
かん

税
ぜい

同盟が発
ほっ

足
そく

（1834年）して自国製品の国内市
し

場
じょう

確保を試み、また

プロイセンなど諸
しょ

邦
ほう

では科学技術の発達を担う大学の設立が促進されるな

ど、典型的な政府介入型の産業革命が進められた。同様の事態は、明
めい

治
じ

維
い

新
しん

後の日本にもみられる。また、アメリカでは、北東部を中心に機械制工

場の設立が始まり、南北戦争後の政府による保
ほ

護
ご

主義政策を経て、広大な

国内市場を背景に、急速な産業革命が実現された。19世紀後半になると、

産業革命の中心は石炭を動力源として用いる綿
めん

工
こう

業
ぎょう

から石油を動力源や原

料として用いる重化学工業へと移行するが、この第2次産業革命と呼ばれ

る変化をリードしたのは、ドイツとアメリカであった。

　これに対して、産業革命に至らなかった国や地域は、イギリスをはじめ

とする資本主義国の製品市場および原材料供給地となった。たとえば、か

つてイギリスに綿
めん

織
おり

物
もの

（キャラコ）を輸出していたインドは、イギリス綿工

業が生産する機械製綿織物の輸出市場、および原料である綿
めん

花
か

の生産地と

なった。また、オーストラリアからは小麦が、ニュージーランドからは羊
よう

毛
もう

が、アルゼンチンからは食肉が、それぞれイギリスに運ばれ、イギリス

産の鉄製品や綿
めん

製
せい

品
ひん

と取引された。

　こうして、財（商品）の移動（貿易）において世界規模のネットワークが形

成され、世界の経済的一体化が加速した。
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 この時期に国をあげて工業化を進めたのは、どのような動
機にもとづいていたのだろうか。
 リストは で、どのような段階で経済体制を変化させるべ

きと述べているだろうか。  アメリカの第 2次産業革命の中心産業は何だろうか。

 アメリカの大規模な石油プラント（1905年）

強大な富と力を獲得するために必要な資源を与えられた国
民が、進歩の過程において、いかに経済体制を変化させる
べきかについては、歴史が教えてくれる。第１段階では、
野
や

蛮
ばん

な状態を脱し、農業を発展させるために、先進国と自
由貿易をおこなう。第２段階では保

ほ

護
ご

貿易により、製造業・
漁業・海運業の成長を促進する。第３段階、すなわち富と
力が最高水準に達したのちは、自由貿易および市

し

場
じょう

競争の
原則にもとづき、農工商業従事者の勤労意欲と国民の経済
的優越を維持する。 （リスト『経済学の国民的体系』）

「ドイツがとるべき工業化の道」（1841年）

 保護主義（保護貿易）
輸入品への関税を高率に設定して輸入を難しく
し、国内産業の保護育成をはかる経済政策。対義
語は自由貿易。

 インドの綿織物工
1830年代、イギリスの初代インド総

そう

督
とく

は、かつ
てキャラコの生産で繁

はん

栄
えい

した綿織物工の貧困につ
いて、「経済史上、空前のものである。インドの
平原は、綿織物工の骨で真白く染められている」
と記している。

18世紀末、ドイツは約300の諸邦に分裂してい
た。プロイセンの主導下に成立したドイツ関税同
盟は、域内関税を撤廃することにより、各領

りょう

邦
ほう

の
産業に広大な市場を提供し、発展をうながすこと
を目的とした。

  ドイツ関税同盟

フランス

ベルギー

スイス

ベルリン

ミュンヘン

ダンツィヒ
ブレーメン

バイエルン

プロイセン

デンマークデンマーク

オランダ ハノーファー

ザクセン
ヘッセン

オーストリア

ロシア

北海

ド ナ ウ 川

川
ン
イ
ラ

川

川

川

ヴェ ザ

ルデ
ー

ーー
オ

ベル
エ

ドイツ関税同盟（1834年）
1828年の同盟

バルト海

300km0

南ドイツ関税同盟

北ドイツ関税同盟

中部ドイツ通商同盟
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た職人によって担
にな

われていた。これに対して機械制生産では、動力源が人
じん

力
りき

でないため、大量生産が可能であった。また、機械が生産の中
ちゅう

核
かく

を担う

ため、働く人々に特段の熟
じゅく

練
れん

は必要なかった。こうして機械制生産が広が

るにつれ、資金を出す人 （々資本家）が多数の機械を備
そな

えた大
だい

規
き

模
ぼ

な作業場

である工場を建設し、熟練した技術を備えていない人 （々不熟練賃金労働

者）を賃
ちん

金
ぎん

を払って雇
こ

用
よう

し、労働にあたらせる生産システムが確立してい

った。これを資本主義と呼ぶ。

　資本主義では、資本家と労働者の力関係は圧倒的に前者に有利であり、

労働者の賃金水準や労働環境などの労働条件は劣
れつ

悪
あく

なものとなった。ここ

から、機械や工場などの生産の手段を人々で共有することにより、働く人々

の境
きょう

遇
ぐう

改善をめざす社会主義が、資本主義を批
ひ

判
はん

する思想としてマルクス

やエンゲルスによってとなえられた。さらに、不熟練賃金労働者として雇

用されるようになった子どもの悲
ひ

惨
さん

な待
たい

遇
ぐう

は、社会的な関心を呼びおこし、

児
じ

童
どう

労働規制の是
ぜ

非
ひ

が論じられた。

　また、動力源が石炭になった（エネルギー革命）ため、立地の条件が大き

く変わり、広大な敷
しき

地
ち

を必要とする工場は、農村部に建設されていった。

そして工場の周辺部には労働者の住居が建設され、都市化が進んだ。こう

して生まれた工業都市では、しばしば水・大
たい

気
き

・衛
えい

生
せい

など生活環境が劣悪

であり、労働者は生活条件についても問題を抱えることになった。

他国への産業革命の普及
イギリスで始まった産業革命は、世界

各地に多様な影響を与えた。安
あん

価
か

な製

品の生産は輸出を増大させ、さらには経済的・政治的な国際競争力の強化

B

5

10

15

20

 働く人々の境遇

 なぜ多くの子どもが労働者として働くことになったのだろうか。
 このような法令が出された背景には、どのような労働環境があったのだろうか。
 児童労働は家族のあり方にどのように影響しただろうか。
 みなさんがこの当時の環境で生きていたら、どのような生活が待っていたのだろうか。

 イギリスの炭
たん

鉱
こう

で働く子ども

 児童労働法（フランス、1841年）

第 ２条　〔工場などに〕雇
こ

用
よう

されるためには、児
じ

童
どう

は８歳以上でなければならな
い。８歳から12歳までの児童の労働時間は１日８時間とし、一度の休

きゅう

憩
けい

をは
さむものとする。12歳から16歳までの児童の労働時間は１日12時間とし、一
度の休憩をはさむものとする。

　労働できる時間帯は朝５時から夜９時までとする。
第 ３条　夜９時から朝５時までの労働は、すべて夜間労働とみなされる。13歳
以下の児童については、いかなる夜間労働も禁止する。水力不足で水力モー
ターが機能せず、あるいは緊急事態が発生した場合は、13歳以上の児童は、
５割の割増賃

ちん

金
ぎん

を支払うことにより、夜間労働に従事させることができる。
第 ４条　13歳以下の児童は、日曜日と法廷祝日に労働させることはできない。

〔リヴァプールでは〕地上から100mほど
上空まで石炭の煙

けむり

がもうもうと覆
おお

い、空は
晴れているのにいつも薄

うす

暗
ぐら

い。……だから
ここの人たちの平均寿命は上層階級の人で
も35、中層階級は23、下層の労働者たちは
たった15歳だという。
この市〔マンチェスター〕には工場が多
く、とくに綿

めん

紡
ぼう

織
しょく

はヨーロッパでほかに肩
を並べられるところはない。蒸

じょう

気
き

機
き

関
かん

を使
用しているので、全市の石炭の煙が空を覆
い、大気は暗く濁

にご

っている。
 （久米邦武編『米欧回覧実記』）

 エネルギー革命
石炭は当時としては無

む

尽
じん

蔵
ぞう

であり、エネルギー効
率がよく、木材などと比べると輸送が便利で工場
立地に影響を与えないという長所をもっていた。

 岩
いわ

倉
くら

使
し

節
せつ

団
だん

がみた19世紀のイギリス
イギリス社会のこのような面を知りながらも、
諸国では工業化が進められていった。

 「イギリスの白人奴
ど

隷
れい

たち」と
題された絵（工場で働く子ども）

  エンゲルス（1820～95）
1820年、プロイセンで
生まれる。父の機械工場
で経営事務を担当するた
めに渡英。帰国後『イギ
リスにおける労働者階級
の状態』（1845年）を著
し、労働者の悲惨な生活
環境を指摘し、経営者の
態度を批判した。のちに、盟

めい

友
ゆう

マルクスと社会主
義運動に没

ぼっ

頭
とう

する。
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現代の歴史総合 教授資料_1章-3_CC2020.indd   46-47 2021/03/02   15:30

※紙面は制作中のものです。

山川出版社のすべての歴史総合教科書に共通
してご使用いただけます。流れに沿って10章
に分け、章ごとの「概観」で大きなテーマの
基本考察を示し、その上で各用語ごとの「用
語解説」を網羅した、先生方に必携の一冊で
す。

歴史総合
教師用指導書 
研究編（歴史総合教科書共通）

B5判　400頁（予定）

▶現代の歴史総合 みる・読みとく・考える 教師用指導書 授業実践編 見本

4それぞれ日本史・世界史の担当者がチェックし、
「歴史総合」にふさわしい解説となっています。
また、資料の解説や解答例は、教科書の執筆や
資料・問いの作成を担当した執筆者が記述して
います。

※紙面は制作中のものです。

4
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※制作中につき、内容や体裁は変更になる場合がございます。

現代の歴史総合 みる・読みとく・考える
教師用指導書 付属データ集
教師用指導書には付属データ集（DVD-ROM）をセットでご提供いたします。
先生方の授業準備やテスト問題の作成に、ぜひご活用ください。

付属データ集（DVD-ROM）　収録予定コンテンツ一覧

❶ 教科書紙面データ
❷ 教師用指導書紙面データ
❸ 授業用スライド＆ワークシート
❹ 準拠テスト例

PowerPoint（電子黒板・プロジェクター用）
● 教科書の単元ごとに構成
● 要点を整理し、学習のポイントを明示
● 授業スタイルにあわせてアレンジが可能

pptx

●❸ 授業用スライド

Word
● 教科書の単元ごとに作問
● さまざまなパターンの出題形式
● 定期テスト・小テストに活用可能

●❹ 準拠テスト例

Word

こちらもオススメ

山川＆二宮ICTライブラリ 2021年３月１日サービス開始

歴史・地理・公民の教育コンテンツをオンラインで提供するための新しいサービスです。
歴史総合／地理総合に対応したコンテンツを2021年秋より追加予定です。
歴史の山川出版社と地理の二宮書店が、ICTを活用した授業をサポートいたします。

サービスについてのお問い合わせは①学校名　②先生名　③お電話番号　④メールアドレスを明記の上、
右記サイトの〈サービスについてのお問い合わせ〉からご連絡ください。　

アクセスはこちらから
https://ywl.jp/service

法人向け定額制コース

  ￥1,320／月（10%税込）個人向け定額制コース
￥77,000／年（10%税込）

授業準備の時間短縮に

プリントや試験問題の作成に

ICT 教育を促進

オンライン授業にも対応

2322

ICT教育用サポート



14　　第 1章　結びつく世界と日本の開国 3　産業革命　　15

1産業革命の発端
18世紀半ばから19世紀初めにかけてイギリスの（1　綿　）工業が中心
2背景
　ａ　 17世紀末の「権利の章典」で私的所有権が事実上保障される→人々の経済面での意欲が向上
　ｂ　 （2　大西洋三角　）貿易の確立→イギリス内に富が蓄積
　ｃ　 インド産綿織物（キャラコ）の人気→輸入代替工業化に商機
3展開
　ａ　 石炭を動力源とする（3　蒸気機関　）の実用化が産業革命を推進
　ｂ　 紡績機械の発明が織布過程の機械化をうながすなど（4　連鎖　）的に技術革新が進む
アプローチ①　ほかの国や地域と比べ、人々の生産意欲や技術革新への気運が高かったこと、大西洋三角貿易によって新しい生産様

式（機械）の普及に必要な富が蓄積されていたこと、キャラコブームが輸入代替工業化への動機づけとなったことなどがあげられる。

また、石炭や鉄鉱石といった必要な資源にも恵まれていた。 

1生産の担い手
知識をもった職人から不熟練賃金労働者へ
→労働者を雇う資本家に有利な生産システムが確立＝（5　資本　）主義
2労働条件の悪化
労働者の賃金水準や労働環境などは劣悪、過酷な児童労働もおこなわれる
→マルクスやエンゲルスは働く人々の境遇改善をめざす思想を展開＝（6　社会　）主義
3生活条件の悪化
（7　エネルギー　）革命によって工場を農村部にも建設できるようになる
→新たな工業都市が生まれたが、水・大気・衛生など生活環境は劣悪

1他国の反応
イギリス産の安い製品の輸出増大をみて、自国経済の強化をめざす
→ベルギー・仏・米・独・日・露などで産業革命が進行：上からの（8　産業革命　）

技術革新

社会の変化

他国への産業革命の普及

2第 2次産業革命
19世紀後半に（9　石油　）を動力源とする重化学工業へ移行
→政府主導で工業化を進める（10　ドイツ　）と、広大な国内市場を有する（11　アメリカ　）が中心
3経済的な世界の一体化
産業革命に至らなかった国や地域は（12　製品市場　）・（13　原材料供給地　）となる
→財（商品）の移動（貿易）において世界中が大きなネットワークに組み込まれていく

1交通手段の発達
19世紀前半に蒸気船や蒸気機関車が実用化され、移動の速度や量が向上
→（14　移民　）・外国旅行・探検などが容易になる
2情報伝達手段の発達
ヒトの移動の活発化によって世界の一体化が加速
→情報の伝達速度の向上も求められるようになり（15　海底電信ケーブル　）の敷設が進む
アプローチ②　交通機関や情報伝達技術の発達によって世界各地がつながり、世界の一体化が進んだ。また、工業生産国と製品市

場、工業生産国と原料供給地などの経済的な結びつきも強まった。 

 

アプローチ③　総生産は大きく向上したが、産業資本家のように利益を上げる人がいる一方、労働者の多くが劣悪な生活環境におか

れるなど、格差の拡大が新たな問題となり、一概に豊かになったとはいえない。 

 

交通と情報の革命

教科書1の問い
　　 上の人々と下の人々の、対照的な点は何だろうか。
　　 このような境遇の違いが生じたのはなぜだろうか。
教科書23の問い
　　 23のグラフから、イギリス社会のどのような変化が読みとれるだろうか。

1
2

1

1①服装（正装－作業服）、姿勢（満腹そうにすわりこむ－苦しそうに支えている）、人数

（少－多）などが対照的。②機械制生産の拡大にともなって成立した資本家と労働者の関

係（資本主義）が一因としてあげられる。23①19世紀に労働力でも生産量でも農業の割

合が減り、工業・サービス業が大きな部分を占めるようになった。 

 産業革命　教 p. 28～333

テーマへのアプローチ①産業革命は、な
ぜイギリスで始まったのだろうか。

②産業革命は世界の結びつきをどのよう
に強めたのだろうか。

③産業革命によって人々は豊かになった
のだろうか。それとも貧しくなったのだ
ろうか。

アメリカの雑誌に掲載された風刺画（『Puck 
Magazine』1883年）

　　　　　　●18世紀から始まる技術革新の波は、世界をどのように変えたのだろうか？ 
機械が生産の中核を担うようになり、熟練の必要がない労働者と出資する資本家の関係を軸とした資本主義が誕生し、労働者の環境

を改善すべく社会主義も出現した。イギリスに対するあせりから他国にも産業革命は波及して資本主義国が増加した一方、産業革命

に至らなかった地域は原材料供給地や製品市場として世界市場へ組み込まれ、経済的な世界の一体化が進んだ。技術革新は交通と情

報の分野にもおよび、貿易拡大のほか、移民や旅行など人の移動も急増させ、列強による遠方の植民地化を可能にした。 

 

現代の歴史総合 みる・読みとく・考える ノート
B5判・136頁・２色刷

● 別冊解答例は教授資料と同じものを掲載して
います。
● ノートをご採用いただきますと、解答入りの
PDFデータをサービスでおつけいたします。 CD

歴総 708準拠

※紙面は制作中のものです。

生徒自ら取り組めるよう、教科
書の導入の問いを掲載し解答欄
を設けています。

教科書の「テーマへのアプロー
チ」1～3を掲載しています。
解答欄は適切なタイミングで
まとめられるよう、各所に設
けています。

教科書本文の内容を簡潔に整
理しています。重要用語は15
個程度を穴埋めにしています。

小見出しは教科書と合わせて
います。

冒頭にある「テーマ全体の問い」
は、授業の最後に取り組めるよ
う、末尾に解答欄を設けました。

24 25

学習用サポート



※制作中につき、内容や体裁は変更になる場合がございます。

現代の歴史総合 指導者用デジタル教科書（教材）

電子黒板やプロジェクター等でご利用いただく、指導者用のデジタル教科書（教材）です。
学習者用と共通の専用ビューアは直感的に使いやすく、授業に便利な機能も充実しています。
生徒の手元にある教科書と同じ紙面を大きな画面で投影しながら、紙面への書き込み、写真や地図・図表・グラフの
拡大、動画再生などをご活用いただくことで、歴史総合の授業の幅が広がります。

歴総 708準拠

便利な機能❶ ズーム表示
紙面の一部を範囲指定して画面に拡大表示することができ
ます。

便利な機能❷ Q＆A
紙面の発問をクリックすることで、紙の教科書には載って
いない解答例を表示することができます。
（解答例の表示／非表示の切替が可能です）

便利な機能❹ 道具
タイマー（ストップウォッチ）、ふせん、めくり紙、ポインター
など、教室での授業のために用意されたさまざまな「道具」
のアプリケーションが利用
できます。
生徒同士の話し合いの時間
をとる場合にはタイマーを
画面中央に大きく表示して
おくことが可能です。

紙面の写真・図表をクリックす
ることで、画面に拡大表示でき
ます。拡大した写真・図表へ書
き込みをして、注目すべきポイ
ントをわかりやすく示すことが
可能です。

便利な機能❸

図版の拡大表示

Google Chrome、
Microsoft Edge、Safari

体験版をぜひお試しください！
（2021年5月公開予定）

対応ブラウザ

便利な機能❼ グラフアプリ
拡大表示したグラ
フでは、それぞれ
のデータ系列の表
示／非表示の切替
が可能です。
特定のデータの動
きに注目してシン
プルなグラフを表
示することもでき
ます。
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1億6000万人

4億3610万人

3451万人

1700万人

日本（単位：100万人）
中国（単位：1000万人）

（深尾京司ほか編『日本経済の歴史2』、曹樹基『中国人口史5』より作成）

便利な機能❻

地図アプリ
拡大表示した地図で
は、色のついた領域・
国名や地名・矢印など
の図形は、それぞれ表
示／非表示の切替が可
能です。授業で特に見
せたい要素だけを地図
に示して、説明するこ
とができます。

便利な機能❺ 動画再生
オンライン環境
でのご利用の際
は、アイコンを
クリックするこ
とで、NHK for 
Schoolな ど の
動画コンテンツ
再生ページへの
画面遷移が可能
です。
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便利な機能❶

ペン＆マーカー／
消しゴム
「色」「太さ」「透明度」の設定は自由
に変更可能。よく使う設定を保存す
ることもできます。「消しゴム」機能
で書き直しもスピーディーに。

便利な機能❷

ページ遷移／
用語検索
通常のページ送り、ページ数を直接
入力することによるジャンプの他に、
用語検索機能で掲載ページをすぐに
表示することもできます。

便利な機能❸

ふせん
ふせんを紙面に貼り付けて書き込み
をすることができます。ふせんは小
さく畳んでおくこともできるため、
紙面の閲覧の邪魔になりません。

デジタル教科書ビューアの機能

デジタル教科書（指導者用・学習者用）商品概要
●デジタル教科書の基盤システムについて
　 デジタル教科書の提供・表示ビューアの基盤となるシステムとして「みらいスクールプラットフォーム」
（https://www.mirai-school.jp/platform/）を採用しています。
　 専用のビューアはiPad、Chromebook、Windows PCの各端末に対応。学校のオンライン環境に合わせ
て配信・提供方法をお選びいただけます。

・紙の教科書をご採用いただいた場合に限り、対応する「指導者用デジタル教科書」「学習者用デジタル教科書」のライセンスをご購入いただくことが可能です。
・本資料のデジタル教科書の画面イメージ・記載内容は開発中の情報を含むため、製品版において変更になる場合があります。

●ライセンス体系／動作環境／提供方法／おもな機能について

指導者用デジタル教科書（教材）  学習者用デジタル教科書

ライセンス体系
学校内フリーライセンス
ご購入いただくことで、学校内の指導者用端末で何台
でもご利用が可能です。ライセンスは原則として年度
ごと（４月～翌３月）の更新となります。

１ユーザー１ライセンス
必要な人数分のライセンスをご購入いただき、学習者
用端末でご利用ください。紙の教科書のご利用期間中
はライセンスが有効となります。

利用者端末
動作環境

動作保証環境

●iPad OS※　ブラウザ：Safari
●Chrome OS※　ブラウザ：Google Chrome
●Windows 8.1／10　ブラウザ：Microsoft Edge・Google Chrome

　※ iPad OS・Chrome OSはクラウド版、学校内サーバー版のみご利用可能。DVD版ではご利用いただけま
せん。

提供方法

▼クラウド版（オンライン配信）
各利用者端末のブラウザから当社指定のクラウドサーバーにアクセスしてご利用ください。各端末へのインス
トールは不要ですが、ご利用の際にはオンライン環境が必要です。
▼学校内サーバー版
学校・教育委員会等に設置されているサーバーにインストールし（インストール用のDVD-ROMを納品いたし
ます）、各利用者端末から校内設置サーバーにアクセスしてご利用ください。
▼DVD版（スタンドアロン）
DVD-ROMを各利用者端末に直接インストールしてご利用ください。インストール後はオフライン環境でのご
利用が可能です。（DVD版はWindowsのみ対応となります）

ビューアの
おもな機能

●デジタル紙面の閲覧、拡大表示、ページ送り、用語検索
● ペン、マーカー、スタンプ、消しゴムを利用した書き込み／削除
●編集した紙面データをユーザーごとに保存
●しおり、ふせん、タイマー（ストップウォッチ）、ポインター
●外部リンクへのアクセス（紙の教科書の2次元コードに対応）

※制作中につき、内容や体裁は変更になる場合がございます。

現代の歴史総合 学習者用デジタル教科書
学習者用の端末でご利用いただく生徒用のデジタル教科書です。（１ユーザー１ライセンス）
指導者用と共通の専用ビューアは直感的に使いやすく、スムーズなページ遷移、紙面の拡大表示、紙の教科書を使用
しているかのような書き込みが可能です。書き込んだ情報はユーザー個人ごとに保存することができます。

歴総 708準拠

Google Chrome、
Microsoft Edge、Safari

体験版をぜひお試しください！
（2021年5月公開予定）

対応ブラウザ
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歴史総合
近代から現代へ
探究につながる詳しい記述
●歴史の流れを詳述、信頼できる内容
●日本史探究・世界史探究とのつながりを意識
●歴史の着眼点となる問いを設定

現代の歴史総合
みる・読みとく・考える
深める歴史　テーマ・資料・問いで考える
● 社会の特質や構造を捉える44のテーマ学習
●深い学び、考える授業の実現
● グループワークに最適！ 様々な問いを設定

わたしたちの歴史
日本から世界へ
見開き47テーマ　ビジュアルで楽しく学ぶ
● 厳選された見開き2ページ完結の47テーマ
●現場目線の楽しい工夫
●身近な歴史から世界をみる

小豆畑 和之（あずはた かずゆき）
東京都立西高等学校教諭

世界史教育
・歴史総合

荒木 圭子（あらき けいこ）
東海大学准教授

アフリカ史
・現代の歴史総合

池田 嘉郎（いけだ よしろう）
東京大学准教授

ロシア近現代史
・歴史総合

板垣 暁（いたがき あきら）
北海学園大学教授

日本経済史
・わたしたちの歴史

市川 大祐（いちかわ だいすけ）
北海学園大学教授

日本経済史
・わたしたちの歴史

老川 慶喜（おいかわ よしのぶ）
立教大学名誉教授

日本近代・現代史
・歴史総合

勝田 俊輔（かつた しゅんすけ）
東京大学教授

アイルランド近代史
・歴史総合

小田中 直樹（おだなか なおき）
東北大学教授

フランス社会経済史
・現代の歴史総合

仮屋園 巌（かりやぞの いわお）
東京都立国立高等学校教諭

世界史教育
・歴史総合

岸本 美緒（きしもと みお）
お茶の水女子大学名誉教授

中国明清史
・歴史総合

久保 文明（くぼ ふみあき）
東京大学教授

アメリカ政治史
・現代の歴史総合

小松 久男（こまつ ひさお）
東京大学名誉教授

中央アジア近現代史
・歴史総合

塩出 浩之（しおで ひろゆき）
京都大学准教授

日本近現代史・
政治史
・現代の歴史総合

澤野 理（さわの おさむ）
神奈川県立逗子高等学校教諭

世界史教育
・わたしたちの歴史

島田 竜登（しまだ りゅうと）
東京大学准教授

南アジア史・
東南アジア史
・歴史総合
・現代の歴史総合

島津 聡（しまつ さとし）
東京都立八王子東高等学校教諭

日本史教育
・現代の歴史総合

鈴木 淳（すずき じゅん）
東京大学教授

日本近代史
・歴史総合

高橋 哲（たかはし あきら）
渋谷教育学園幕張中学校・高等学校教諭

日本史教育
・現代の歴史総合

津野田 興一（つのだ こういち）
東京都立日比谷高等学校教諭

世界史教育
・現代の歴史総合

津野 雄彦（つの たけひこ）
東京都立戸山高等学校教諭

日本史教育
・わたしたちの歴史

長井 伸仁（ながい のぶひと）
東京大学准教授

フランス近代史
・わたしたちの歴史

中家 健（なかいえ たけし）
東京都立小石川中等教育学校教諭

日本史教育
・歴史総合

中村 尚史（なかむら なおふみ）
東京大学教授

日本近代史・経済史
・現代の歴史総合

中山 拓憲（なかやま たくのり）
神奈川県立湘南高等学校教諭

世界史教育
・わたしたちの歴史

福本 淳（ふくもと じゅん）
栄光学園中学高等学校教諭

世界史教育
・わたしたちの歴史

野﨑 雅秀（のざき まさひで）
東京大学教育学部附属中等教育学校教諭

日本史教育
・歴史総合

藤本 和哉（ふじもと かずや）
筑波大学附属高等学校教諭

世界史教育
・現代の歴史総合

古川 隆久（ふるかわ たかひさ）
日本大学教授

日本近代・現代史
・歴史総合

牧原 成征（まきはら しげゆき）
東京大学准教授

日本近世史
・歴史総合

松本 英治（まつもと えいじ）
開成中学校・高等学校教諭

日本史教育
・歴史総合

守川 知子（もりかわ ともこ）
東京大学准教授

西アジア史
・現代の歴史総合
・わたしたちの歴史

丸山 優介（まるやま ゆうすけ）
東京都立翔陽高等学校教諭

日本史教育
・わたしたちの歴史

安田 智昭（やすだ ともあき）
三輪田学園中学校・高等学校教諭

日本史教育
・わたしたちの歴史

山川 志保（やまかわ しほ）
お茶の水女子大学附属高等学校教諭

世界史教育
・現代の歴史総合

吉澤 誠一郎（よしざわ せいいちろう）
東京大学教授

中国近代史
・現代の歴史総合
・わたしたちの歴史

渡邉 宏明（わたなべ ひろあき）
浅野中学校・高等学校教諭

日本近代史
・わたしたちの歴史

山川出版社の
「歴史総合」
教科書一覧

著作者
（2021年3月現在・五十音順）
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山
川
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版
社

令
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年
度
用　

地
理
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科　

歴
史
総
合

〒101-0047　東京都千代田区内神田1-13-13
TEL 03-3293-8131　FAX 03-3292-6469 https://www.yamakawa.co.jp/

小社ホームページでもご案内いたしております。
歴史総合教科書の紹介動画もございますので、ぜひご覧ください。

令和４年度用「歴史総合」教科書令和４年度用「歴史総合」教科書

わたしたちの歴史 日本から世界へ

●厳選された見開き2ページ完結の47テーマ
●現場目線の楽しい工夫
●身近な歴史から世界をみる

見開き47テーマ　ビジュアルで楽しく学ぶ

●182ページ ●写真301点 ●地図87点
●グラフ・図表100点 ●文字資料54点 ●2次元コード10点

現代の歴史総合 みる・読みとく・考える

●社会の特質や構造を捉える44のテーマ学習
●深い学び　考える授業の実現
●グループワークに最適！　様々な問いを設定

深める歴史　テーマ・資料・問いで考える

●262ページ ●写真555点 ●地図112点
●グラフ・図表178点 ●文字資料177点 ●2次元コード16点

歴史総合 近代から現代へ

●歴史の流れを詳述、信頼できる内容
●日本史探究・世界史探究とのつながりを意識
●歴史の着眼点となる問いを設定

探究につながる詳しい記述

●254ページ ●写真283点 ●地図73点
●グラフ・図表112点 ●文字資料55点 ●2次元コード19点

歴総 707

歴総 708

歴総 709

山川HP
歴史総合
特設サイト
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